
中
共
、
中
央
革
命
根
拠
地
に
お
け
る
客
家
と
土
地
革
命
戦
争

小

林

一

美

目
次

lll

は
じ
め

に
1

中

央
紅
軍

(毛
沢
東
、
朱
徳
軍
)
は
客
家
県
を
転
戦
-

一
、
井

岡
山
と
周
辺

一
帯

の
客
家

二
、
「純
客
家

県
」
と

「準

客
家
県
」

の
分
布
と
人

口

三
、
湖
南
農

民
運
動
は
、
最
後

に
は

「純
客
家
県
」
、
「準

客
家
県
」

が
結

集
地

に

四
、

「湘
那

輯

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区
」
(修
水
、
平
江

鋼
茨

測
陽
、
萬
載
の
諸
県
が
41
心
)
は
、
客
家
が
多

い
地
帯

五
、
客
家

の
生
活

、
社
会
、
教
育

、
文
化

の
特
徴

六
、
中

央
革
命

根
拠
地

の
中
核
地
帯

は
、

ほ
と
ん
ど

「純
客
家

県
、
準

客
家
県

」

七
、
党
中

央

の
土
地
革

命
政
策
と

「客
家
公

田
」
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八
、
土
地
革
命
と

「公
田
」
問
題

公
田
は
如
何
な
る
地
帯
に
多
い
か

九
、
毛
沢
東
の

「公
田
目
地
主
的
土
地
所
有
論
」

十
、
「客
家
公
田
」

の
宗
族
共
同
体
的
、
社
会
共
同
体
的
な
性
格
と
役
割

十

一
、
お
わ
り
に

は
じ
め
に
ー

中
央
紅
軍

(毛
沢
東
、
朱
徳
軍
)
は
客
家
県
を
転
戦
1

一
九
二
六
年
、
湖
南
省
を
中
心
に
膨
涛
と
し
て
起
こ
っ
た
農
民
運
動
は
、
土
地
革
命
を
目
指
し
た
が
、
蒋
介
石
の
国
民
党
と
地
主

・

土
豪
階
級
の
徹
底
的
な
鎮
圧
に
遭
い
敗
北
し
た
。
こ
の
農
民
運
動
の
中
核
を
共
産
党
勢
力
に
吸
収
し
、
土
地
革
命
戦
争
に
ま
で
高
め
て
、

ゲ
リ
ラ
戦
争
を
開
始
し
た
の
が
、
毛
沢
東
、
朱
徳
、
黄
公
略
、
陳
毅
、
彰
徳
懐
、
賀
龍
ら
で
あ

っ
た
。
彼
ら
が
率

い
た
の
は
、
主
に
湖

南
省
の
農
民
運
動
の
活
動
家
、
ま
た
そ
の
中
か
ら
中
核
的
党
員
に
な

っ
た
人
び
と
で
あ

っ
た
。
蒋
介
石
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
共
産
党
は
、

極
左
冒
険
主
義
路
線
の
下
、

一
九
二
七
年
八
月
、
周
恩
来
、
賀
龍
、
朱
徳
な
ど
の
指
揮
に
よ

っ
て
南
昌
蜂
起
を
行

っ
た
が
敗
北
し
た
。

以
後
、
毛
沢
東
、
朱
徳
ら
は
湖
南
省
ば
か
り
で
な
く
、
江
西
省

へ
、
更
に
福
建
省
に
ま
で
遠
征
し
広
大
な
地
域
を
転
戦
し
て
歩

い
た
。

彼
ら
が
転
戦
し
た
地
域
を
地
図
の
上
で
見
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
純
粋
客
家
県
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
客
家
が
多
く
点
在

し
て
住
ん
で
い
る
準
客
家
県
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
ま
で
の
革
命
根
拠
地
の
研
究
書
、
論
文
に
お
い
て
、
毛
沢
東
と
朱
徳
が

一

九
二
八
年
に
合
流
し
て
、
最
初
の
革
命
根
拠
地
と
し
た
井
岡
山
は
、
元
々
客
家
の
出
身
で
客
家
勢
力
を
率
い
て
、
こ
こ
に
立
て
篭
も

つ

て
い
た

「緑
林
の
徒

(ヒ
匪
)」
の
衰
文
才

・
王
佐
の

「巣
窟
」
で
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
毛
沢
東
は
、
そ
の
偉

大
な
理
想
と
遠
大
な
戦
略
に
よ
っ
て
、
こ
の
土
匪
を
さ
え
教
育
を
し
て
革
命
陣
営
に
取
り
込
み
、
こ
の
山
地
を
革
命
の
聖
地
に
育
て
た
、
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と
い
う
ト
ー
ン
で
井
岡
山
物
語
が
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
毛
沢
東
ら
が
井
岡
山
の
主
で
あ
る
哀
文
才
た
ち
を
教
育
し
た
、
と

い
っ

た
単
純
な
話
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
革
命
根
拠
地
の
形
成
、
土
地
革
命
の
進
行
、
粛
清
運
動
な
ど
を
革
命
根
拠
地
と
な

っ
た
地
域
の
特

殊
性
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言

え
ば
、
最
初
に
本
格
的
な
革
命
根
拠
地
を
建
設
し
た
毛
沢
東
、
朱
徳
ら
は
、

中
国
社
会
に
於
け
る
客
家
の
特
殊
な
政
治
的

・
経
済
的

・
社
会
的
な
位
置
、
も

つ
と
詳
し
く
言
え
ば
、
客
家
が
築
い
て
き
た
社
会
的
文

化
的
な
特
質
や
客
家
が
広
が
る
経
済
的

・
地
理
的
世
界
な
ど
と
、
深
い
関
係
を
持

っ
て
各
地
に
転
戦
し
、
根
拠
地
を
作
り
、
蒋
介
石
の

国
民
党
軍
と
戦
う
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
の
が
本
論
の
仮
説
で
あ
り
、
検
証
目
的
な
の
で
あ
る
。

付
記
、
本
稿
で
主
に
史
料
と
し
て
用
い
る

『○
○
県
志
』
と
は
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
の
全
県
で
編
纂
、

刊
行
さ
れ
た

　新
編
中
国
地
方
志
叢
書
』
の
中
の

『県
志
』
で
あ
る
。
出
版
社
、
刊
行
年
は
、
総
て
省
略

す
る
。

]
、
井
岡
山
と
周
辺

一
帯
の
客
家

井
岡
山
の
最
初
の
土
匪
で
あ

っ
た
衰
文
才
は
、
江
西
省
寧
岡
県
の
寒
村
の
客
家
の
家
に
生
れ
た
。
彼
は
常
日
頃
、
土
着
の
漢
族
地
主

か
ら
不
当
な
差
別
、
圧
迫
を
受
け
て
い
た
が
、
つ
い
に
妻
が
土
豪
劣
紳
の
息
子
に
奪
わ
れ
犯
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
彼
は
中
学
卒
の
知
識
を
も
つ
イ
ン
テ
リ
土
匪
の
道
を
歩
む
の
で
あ
る
。
後
に
彼
の
元
に
馳
せ
参
ず
る
王
佐
は
、
純
粋
の
客

家
で
は
な
か

っ
た
。
王
佐
は
、
江
西
省
遂
川
県
の
あ
る
寒
村
で
、
父
は
土
着
民
、
母
は
客
家
と

い
う
貧
し
い
農
家
に
生
れ
た
。
幼

い
頃

に
父
を
失

い
、
母
万
の
叔
父
の
家
で
育
て
ら
れ
た
。
教
育
は
受
け
ら
れ
ず
、
文
盲
で
あ

っ
た
と

い
う
。
こ
の
衰
文
才
、
王
佐
は
義
兄
弟

の
契
り
を
結
び
、
多
く
の
貧
し
い
客
家
の
主星

-た
ち
を
集
め
て
井
岡
山
の
土
匪
と
な
っ
た
。

彼
ら
客
家
は
、
何
時
ま
た
如
何
な
る
理
由
で
井
岡
山

一
帯
の
山
村
に
移
住
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
革
命
ソ
ビ

エ
ト
区
時
代
に
如
何
な
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る
人
口
比
率

に
達
し

て

い
た

の
か
、
正
確
な
と

こ
ろ
は
分
か
ら
な

い
。
満
州
族
が
明
朝

の
版
図

に
侵
入
し
た
時
、
流
民
と
な

っ
た
人
び

と

は
、
福
建

、
江
西
省

の
山
地

に
な
だ
れ
込

ん
だ

。
ま
た
明

の
遺
臣

は
福
建
省

と
台
湾

を
最
後

の
抵
抗

の
拠
点

と
し
た

の
で
、
先

住

の

漢
族

も
動

乱

に
ま

き

こ
ま

れ

て
移
住

を

繰
り

返

し
た
。
清
朝

時
代

に
客
家
も
含

め

て
人

口
は
爆

発
的

に
増
大
し

、

閲

(福
建
)
輿

(広

東
)
韓

(江
西
)
の
三
省
交
界

一
帯

の
客
家

の
中

の
、
無
業

の
民
衆

は
江
西
省

西
北
部

へ
、
更

に
は

四
川
省

へ
と
大
量

に
移
住
を
行

っ
た
。

「
こ
れ

ら
客
籍

(客
家
)
の
人
び
と

は
、
寧

岡
県

、
遂

川
県
、
永
新
県

や
井
岡
山
な

ど

の
山
地

に
多
く
住

ん

で

い
た
。
例
え
ば

、
寧

岡
県

を

例
に
と

っ
て
見
れ
ば
、
大
革
命
時
期
、
全

県

の
客
籍

の
人

は

一
万
五
千
人

ほ
ど
お
り
、
土
籍

の
人

(古
く
か
ら
住
む
上
着
人
)
の
五
分

の
二
、

つ
ま
り

四
割

に
も
達
し

て

い
た
。
土
籍

の
人
は
平
地

に
住

み
、
客
籍

の
人
は
山
地
に
住

み
、
住
む
と

こ
ろ
が
は

っ
き
り
分
か
れ

て

い
た
」
。

客
籍

の
人

は
、
他
所

か
ら
移
住
し

て
き

て
山
中
を

開
発
し
、
木
を
切
り
家
を
建

て
畑
を
作

っ
た

の
で
、
森

林

の
富
、
山

の
環
境

、
水

資

源

を
巡

っ
て
対

立
が
激

化
し
た
。
ま
た
、
山
中

の
貧
民

で
あ

っ
た
客
籍

の
人

々
は
、
地
主
土
豪

の
旦

雇

い
、
小
作
人
、

下
男

下
女
と
な

る
以
外

に
な
く

、
し
ば
し
ば
山
に
篭

っ
て
反
抗
し
、
反
乱
を
起

こ
し
た

の
で
、
土
籍

の
紳
士

、
地
主
、
県

の
役
人

に
と

っ
て
は
実

に
厄

介

な
存
在

で
あ

っ
た
。
更

に
ま
た
科
挙
を
受

験
す

る
人
数
が
各
県

に
割
り
当

て
ら
れ

て

い
た
が
、
客
籍

の
人

々
に
は
多

く
が
戸
籍
が
無

か

っ
た

の
で
、
受
験

が
不
可
能
で
あ
り
、
科
挙
試

験
を

巡

っ
て
も

両
者

の
対
立
、
抗
争

は
激
化
し
た

(蓑
之
悼

試
論
井
岡
山
菓

叩根
拠
地
的
土
客

籍
矛
盾
問
題
」
、
『南
昌
師
専
学
報
』

一
九
八
一.一年
三
月
、
所
収

)。

ま
た

、

『井
岡

山
志
』
(「客
家
方
曇ロ」
頁
七
四
四
)
に
、
次

の
よ
う

に
記
し

て

い
る
。

「井
岡
山

の
客
籍
民

は
、
広
東
、
福
建
よ
り
移
住
し

て

き

た
人
び
と

で
あ
り

、
彼

ら

の
言
葉

は
、
強
力

な
不
変
性
と
無

理
に
土
着

の
言
葉

に
同
化
さ
せ
よ
う
と
す

る
こ
と

に
対
す

る
激
し

い
抵

抗
性

が
あ

る
。
井
岡

山

の
客
籍
民

の
祖
先
は
各

地
を
転

々
と
移
動

し
て
き
た

の
で
、
そ

の
間
に
他

の
言
葉
と
頻
繁

に
、
且

つ
広
範

に
接

触

し

て
き

た

の
で
あ

る
が
、
し
か
し
彼

ら

の
言

葉
は
、
発
音
、
単
語
、
語
法
な
ど
客
家
語

の
基
本
的
な
特
徴
を
ず

っ
と
長
く
失

わ
ず

に



中共、中央革命根拠地における客家と土地革命戦争ll5

保
持
し
て
き
た
」
と
。
ま
た
、
同
県
志

「革
命
根
拠
地
」
(県
志
、
頁
七
九
)
に
、
土
客
籍
の
間
に
あ
る
対
立
抗
争
は
、
「江
西
省
の
井
岡
山
、

寧
岡
県
、
遂
川
県
、
湖
南
省
の
鄙
県
、
茶
陵
県
な
ど
に
皆
あ
る
が
、
寧
岡
県
が
と
り
わ
け
激
し
い
」
と
あ
る
。
井
岡
山
は
、
今
は
特
別

行
政
区
に
指
定
さ
れ
、
井
岡
山
市
と
な

っ
て
い
る
が
、
民
国
時
代
は
寧
岡
県
に
所
属
し
て
い
た
。
　寧
岡
県
志
』
(「方
言
」
頁
八
九
七
、
天
口
」

頁
一四
、)
に
よ
る
と
、

一
九
八
〇
年
頃
、
客
家
語
を
話
す
人
口
は
約
二
万
人
で
県
の
全
人
口
の
三
分
の

一
を
占
め
て
い
た
。

さ
て
、
客
家
は
、
明
清
時
代
以
降
に
移
住
し
て
き
た
人
々
で
あ
り
、
移
住
先
で
先
住
の
土
籍
民
か
ら
大
な
り
小
な
り
差
別
、
圧
迫
、

搾
取
を
受
け
、
対
立
と
抗
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
を
も

つ
。
上
記
の
五
つ
の
県
に
限
ら
ず
、
客
家
が
移
住
し
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
で

も
そ
う
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
清
代
以
降
に
四
川
省
に
移
住
し
た
客
家
は
、
そ
の
伝
統
的
な
文
化
や
客
家
意
識
を
薄
め
て
、
土
着
人
に

溶
け
込
も
う
と
し
た
と
い
う
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
は
客
家
で
あ
る
と
子
孫
に
あ
ま
り
伝
え
な
か
っ
た

(前
掲
、
蒲
平
馨
家
△

頁
一
〇
、
二
)。

恐
ら
く
四
川
省
は
中
国
各
地
か
ら
は
る
ば
る
四
川
の
地
に
押
し
寄
せ
た
人
々
の
ヨ
ッ
チ
ャ
バ
リ
の
世
界
で
あ
り
、
四
川
省
で
ご
く
少
数

の
客
家
た
ち
が
自
己
主
張
を
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
有
利
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
そ
の
余
裕
、
共
同
体
に
結

集
す
る
余
力
も
な
か

っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
私
の
推
測
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た
い
。

さ
て
、
毛
沢
東
、
朱
徳
、
彰
徳
懐
な
ど
は
、
湖
南
省
の
東
に
あ
る
九
嶺
山
、
武
功
山
、
羅
香
山
脈
な
ど
が
連
な
る
そ
の
西
側
の
山
麓

一
帯
で
土
地
革
命
の
た
め
に
戦

い
、
南
昌
蜂
起
、
平
江
蜂
起
な
ど
に
敗
れ
て
劣
勢
に
な
る
と
、
東
に
連
な
る
羅
香
山
脈
な
ど
の
山
中
に

中
心
を
移
動
し
、
最
後
に
は
客
家
の
衷
文
才
、
王
佐
が
立
て
篭
も
る
井
岡
山
を
根
拠
地
に
し
た
。
更
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
、

一
九
二

九
年
頃
か
ら
は
、
そ
こ
か
ら
降
り
て
き
て
頻
繁
に
江
西
省
の
中
部
か
ら
南
部

一
帯
の
山
岳
地
帯

へ
出
撃
し
、
あ
る
い
は
又
、
紅
軍
を
率

い
て
江
西
省
と
福
建
省
の
境
に
長
く
奪

え
る
武
夷
山
脈
を
越
え
て
、
こ
の
山
脈
の
東
側
に
あ
る
、
福
建
省
の
西
部
山
岳
地
帯
の
長
汀
県
、

武
平
県
、
永
定
県
、
上
杭
県
な
ど
に
ま
で
、
し
ば
し
ば
遠
征
を
繰
り
返
し
勢
刀
範
囲
を
拡
大
し
た
。
そ
し
て

一
部
の
紅
軍
は
、
武
夷
山
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脈
が
終
わ
る
南
端
あ
た
り
か
ら
、
広
東
省
の
平
地
に
下
り
梅
県
、
大
哺
県

一
帯
に
も
足
を
伸
ば
し
た
。
こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
ら
は
湖
南

省
か
ら
江
西
省

へ
、
更
に
福
建
、
広
東

へ
と
遊
撃
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
、
根
拠
地
を
移
動
し
、
拡
大
し
、
共
産
党
勢
力
の
拡
充
に
努

め
た
が
、
上
に
記
し
た
地
域
の
大
部
分
が
、
純
粋
客
家
県
と
準
客
家
県
に
所
属
丁
る
地
帯
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

二
、
「純
客
家
県
」
と

「準
客
家
県
」
の
分
布
と
人
ロ

今

述

べ
た
中
共
中
央
革
命
根
拠
地

(そ
れ
は
蒋
介
石
の
五
回
に
わ
た
る

"囲
剰
"
の
た
び
に
少
し
ず
つ
西
に
版
図
を
移
し
た
)
を
、
純
客
家
県
、
準

客
家

県

の

地
図

に
重
ね

る
と
驚
く

ほ
ど

一
致

す

る
。
薫

平
著

『客
家
人
』
(成
都
地
図
出
版
社
、
頁
七
七
～
七
九
、
二
〇
〇
二
年
)
は
、
以

下

の
よ
う

に
純
粋

客

家

県
を
数
え

上
げ

て

い
る
。
純
客
家
県
と

は
、
住

民

の
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
客
家

人
で
あ

る
県
を

い
う

。
準

客
家

県
と
は
、
県
内

の
特

定
地
域

に
客
家

が
集
中
し

て
居
住

し

て

い
る
県
を
指
す
。
特

に
客
家
人

口
が
県

の
全
人

口
に
占
め
る
割
合

は
問
わ
な

い
、
と

い
う
。

そ
れ
を
以
下

に
紹
介
す

る
。

広
東

省

の
純
客
家
県

梅
県

、
興
寧
県
、
大
哺
県
、
五
華
県
、
蕉

嶺
県
、
平
遠
県
、
連
平
県
、
和
平
県
、
龍
川
県
、
紫
金
県
、
新
豊
県
、
始

興
県
、
仁
化

県

、
翁

源
県

、
英
徳
県

な
ど

一
五
県
。
準

客
家
県

は
六
五
県
。
総
人

口
は
約

二

一
〇
〇
万
人
。

江
西
省

の
純
客
家
県

寧

都
県

、
石

城
県

、
安
遠
県

、
興

国
県
、
瑞
金

県

、
会

昌
県

、
輯

県

、
干
都
県

(旧
、
雲
都
県
)、
銅
鼓

県
、
尋

鄙

県

、
定
南

県
、

龍

南
県

、
全
南
県

、
新
豊
県

、
南

康
県

、
大
余

県
、
上
猫

県
、
崇
義

県
な

ど

一
八
県

。
準

客
家

県
は

二
〇
県

。
総

人

口
は
約

一
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二
五
〇
万
人
。

福
建
省
の
純
客
家
県

永
定
県
、
上
杭
県
、
長
汀
県
、
連
城
県
、
武
平
県
、
寧
化
県
、
清
流
県
、
明
渓
県
な
ど
八
県
。
準
客
家
県
は

一
八
県
。
総
人
口
は

約
五
〇
〇
万
人
。
羅
香
林

『客
家
源
流
考
　
は
、
福
建
省
の
純
粋
客
家
県
を
寧

化
県
、
長
汀
県
、
武
平
県
、
上
杭
県
、
永
定
県
の

五
県
、
そ
れ
に
、
か
な
り
沢
山
の
客
家
が
ま
と
ま

っ
て
住
ん
で
い
る
準
客
家
県
と
し
て
、
連
城
県
、
平
和
県
、
龍
山百
県
、
南
靖
県

を
挙
げ
て
い
る
。

広
西
省
の
準
客
家
県

こ
の
省
に
は
純
粋
な
客
家
県
は
な
い
。
準
客
家
県
は
七
五
県
に
及
び
、
全
市

・
県
の
約
九
〇

・
五
%
に
客
家
部
落
が
混
じ

っ
て
い

る
と
い
う
。
総
人
口
は
約
四
六
〇
万
人
。

四
川
省
の
準
客
家
県

こ
の
省
に
は
純
粋
の
客
家
県
は
な
い
。
準
客
家
県
は
三
一二
県

(市
)
に
及
び
、
総
人
口
は
約
二
五
〇
万
人
。

湖
南
省
の
準
客
家
県

こ
の
省
に
は
純
粋
の
客
家
県
は
な
い
。
準
客
家
県
は
十

一
県
。
客
家
の
総
人
口
は
約
二
〇
〇
万
入
。
湖
南
省
の
準
客
家
県
は
、
汝

城
県
、
彬
州
県
、
桂
東
県
、
椰
県
、
茶
陵
県
、
仮
県
、
瀾
陽
県
、
平
江
県
、
江
永
県
、
新
田
県
、
江
華
県
の
十

一
県
。

漸
江
省
の
準
客
家
県

こ
の
省
に
は
純
粋
の
客
家
県
は
な
い
。
準
客
家
県
は

一
九
県
、
総
人
口
は
約

一
〇
〇
万
人
。

海
南
省
の
準
客
家
県
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こ
の
省
に
は
純
粋
の
客
家
県
は
な
い
。
準
客
家
県
は
、
紅
安
県
、
麻
城
県
の
二
県
で
、
総
人
口
は
約

一
五
万
人
。

以
上
の
各
省
の
客
家
の
人
口
を
合
計
す
る
と
、
中
国
の
客
家
の
総
人
口
は
四
八
七
五
万
人
ほ
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
客
家
は
漢
族

で
あ
る
か
ら
、
正
式
の
国
家
統
計
に
は
特
別
の
種
族
、
民
族
と
し
て
は
記
載
さ
れ
な
い
。
客
家
が
中
国
で
何
人
い
る
の
か
、
正
確
な
国

家
の
調
査
は
無
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
は
、
そ
の
歴
史
、
言
語
、
社
会
、
風
俗
、
習
慣
な
ど
極
め
て
特
異
な
共
同
体
的
性
格
を

持

っ
て
い
る
が
、
古
来
中
華
帝
国
か
ら
漢
民
族
中
の
異
民
族
と
し
て
扱
わ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
後
に
記
す
よ
う
に
、
新
移

住
民
と
し
て
、
ま
た
毛
色

の
代
わ

っ
た
連
中
と
し
て
、
土
着
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
、
抑
圧
、
収
奪
を
受
け
て
き
た
が
、
異
民
族
、

少
数
民
族
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
客
家
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
、

一
億
ほ
ど
と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
が
、

一
応
今
は
、
前
記
し
た
書
に
よ
り
、
約
五
千
万
人
弱
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。

三
、
湖
南
農
民
運
動
は
、
最
後
に
は

「純
客
家
県
」、
「準
客
家
県
」
が
結
集
地
に

毛
沢
東
は

『湖
南
農
民
運
動
視
察
報
止
旦

の
中
で
、

一
九
二
六
年
か
ら
農
民
協
会
が
設
立
さ
れ
、
激
し
い
農
民
運
動
が
起

っ
た
県
と

し
て
、
次
の
県
を
指
摘
し
て
い
る
。
湘
潭
県
、
湘
郷
県
、
測
陽
県
、
長
沙
、
醗
陵
県
、
寧
郷
県
、
平
江
県
、
湘
陰
県
、
衡
山
県
、
衡
陽

県
、
来
陽
県
、
彬
県
、
安
化
県
の
、
以
上

一
三
県
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
記
の
湖
南
省
準
客
家
県
分
布
図
と
比
べ
る
と
、

一
致
す
る
の
は

測
陽
県
、
彬
州
、
平
江
県
の
三
県
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
湖
南
農
民
運
動
が
激
し
く
起
こ
っ
た
県
は
、
準
客
家
県
で
あ
る
か
ど
う
か

に
、
あ
ま
り
関
係
が
無
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
そ
れ
が
武
装
闘
争
に
発
展
し
、
中
共
が
そ
れ
を
指
導
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
労
農
武
装
組
織
、
紅
軍
ゲ
リ
ラ
組
織
は
、
本
拠
地
を
湖
南
省
東
部
か
ら
江
西
省
西
部
に
か
け
て
の
省
境
に
甕
え
る
幕

阜
山
、
武
功
山
な
ど
の
山
岳
地
帯
に
活
動
の
中
心
を
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

　
帯
は
、
客
家
が
多
く
居
住
し
て
い
る
地
域
な
の
で
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あ

っ
た
。
古

来

、
武

装
勢
力

は
劣
勢

に
な

る
と
山
岳

地
帯

に
立

て
篭
も
り
、
梁
山
泊
を
構

築
す

る
と

い
う

の
が
常

で
あ

っ
た
が
、
中
共

農
村

ゲ
リ

ラ
組
織
も

例
外

で
は
な
く
、
し

か
も
貧
し

い
客
家

が
多

く
住

む
山
地

で
あ

る
客
家

県

に
強
固
な
支
持
者
、
同
盟
者
を
獲

得
し

た

の
で
あ

る

(末
尾
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
)。

し

か
し
、
問

題
は
そ

こ
に
と
ど
ま
ら
な

い
の
で
あ

る
。
と
言
う

の
は
、
貧

し

い
多
く

の
客
家
達
は
そ

の
団
結
力
と

、
共
同
体
的
絆

に

よ

っ
て
、
彼
ら

を
差
別
し
、
収
奪

し
、
支
配
し

て
き
た
土
着

の
地
主
、
土
豪

に
対

し

て
反
感
を
持
ち
、
古
来
戦

っ
て
き
た
伝
統

が
あ
り
、

し

か
も

一
九

二
〇
年

代

に
は
そ
う

し
た
雰
囲
気

が
客

家
た
ち

に
蔓
延
し

て

い
た

の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
、
高
地
や
山
岳
地
帯

に
住
む
客

家
を
取
巻

く
諸

状
況

が
、
内

部

か
ら
農
民
運
動

の
活
動
家

、
共
産
党
員
を
生

み
出
し
、
ま
た
外
部
か
ら
党
員
、
活
動
家
を
呼
び
込
む
状

況
を
生

み
出
し

た

の
で
あ

ろ
う

。

こ
う

し
た
内

外

の
条
件
、
状
況

に
よ

っ
て
、
第

一
次
国
内
革
命
戦
争

が

一
九

二
七
年

に
敗
北
し

て
か
ら
以
後
、
羅
香

山
脈

に
あ

る
井

岡
山

一
帯

の
諸

県
、

つ
ま
り
湖
南
省

の
茶

陵
県
、
部
県
、
桂
東

県
、
江
西
省

の
寧

岡
県
、
永
新
県
、
安
福
県

、
遂

川
県
な
ど
、
1

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
純
粋
客
家
県
、
あ
る
い
は
準
客
家
県
で
あ
っ
た
ー

こ
こ
が
革
命

の
根
拠
地

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
う

し

て
中
央
革
命
根
拠

地
は
、
湖
南

省

か
ら
江
西
省

に
、
江
西
省

の
中
央
を
流

れ
る
鞍
江

の
東

へ
、
更

に

一
九

三
〇
年

の
秋

か
ら
は
輯
江

の
東

か
ら
武
夷

山
脈

の
東
側

の
福

建
省

の
西

部
山
岳

地
帯

、

つ
ま
り
寧
化
県

、
長
汀
県
、
上
杭
県

、
武
平
県
、
永

定
県
、
1

こ
れ
ら
は
総
て
純
粋
な
客
家
県
で
あ
っ
た
ー

こ
の

一
帯

へ
と

、
根

拠
地

の
中
核
地
域

が
移
動

し
た
。

以
上
に
掲
げ
た
地
域

こ
そ
、
国
民
党

の
軍
隊

が
五
回
に
わ
た

っ
て
包

囲
攻
撃

し
た
、

い
わ

ゆ
る

"囲
剃
"

と
、
そ
れ

に
対
す

る
中
共

の
防
衛
戦
争
が
戦
わ
れ
た
、
言
わ
ば
天
下
分

け
目

の
戦

い
が
行
わ
れ
た
地
帯

で
あ

っ
た
。

こ
の
最
後

の
共
産
党

の
防
衛
陣
地

が
敗

れ

て
、

一
九

三
四
年
、
中
共
軍
は

い
わ
ゆ
る

"長
征
"

に
出
発
し
た

の
で
あ

っ
た
。
共
産
党

の
中
央
革
命
根
拠
地
に
於
け
る
戦

い
は
、
客
家
の
住
む
諸
県
に
よ

っ
て
、
ま
た
多
く
の
客
家
の
主星

-た
ち
の
戦
い
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
、
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遂
行

さ
れ
た
と
言

っ
て
も
過

言
で
は
な

い
。
以
上

の
べ
た
込咽
口
{を
少

し
詳
し
く
見

て
お
き
た

い
。

四
、
聾

覇

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
」
(修
水
、
平
江
、
銅
鼓
、
劉
陽
、
萬
載
の
諸
県
が
中
心
)
は
、
客
家
が
多

い
地
帯

湖
南
農
民
運
動
と
共
産
党

の
主
勢
力
が
、
毛
沢
東
、
朱
徳

、
彰
徳
懐
、
陳
毅
な
ど

に
率

い
ら
れ

て
、
井
岡
山

に
移
動
し
、
更

に
東

に

移

動
し
た
後
、
湖
南
省

の
北
東
部
か
ら
江
西
省

の
北
西
部

に
か
け

て
の

一
帯

に
は
、
新
た

に

「湘
都
輯

ソ
ビ

エ
ト
区
」
が
生

れ
た
。

こ

の
ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区

の
中
心
と
な

っ
た
県
が
、
修
水

、
平
江

、
銅
鼓
、
測
陽
、
萬
載

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
県

に
客
家
が

か
な
り

い
た

こ
と

は
、
既
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の

一
帯

に
客
家

が
移
住

し

て
き

た
時
期
、
状
況

に

つ
い
て
は
、
葉
紹
栄

『陳
寅
恪

世
家
』
(花
城
出
版
社

二
〇
〇
.年
、
広
州
)
が
参
考

に

な

る
。
同
書

は
、
民

国
か
ら
中
華

人
民
共
和

国
に
か
け
て

の
大
学
者

で
あ

る
陳
寅
恪

一
族

の
伝
記

で
あ

る
が
、
客
家

で
あ
る
彼

の
祖
先

の
客
家
移
住
史

で
も
あ

る
。
陳
寅
恪

(
、
八
九
〇
～
.九
、ハ、ハ。
文
化
大
芙
叩
で
迫
害
死
)
の
先
祖

は
、
福
建
省
上
杭

県

の
客
家

で
、
清

の
康
煕
帝

の

時
代

に
本
氏
か
ら
枝
分

か
れ
し

て
、
江
西
省
修
水
県

(旧

、
義
寧
州

)

に
移
住

し
た
。
後

に
湘
蔀

鞍

ソ
ヴ
ィ

エ
ト
区

に
入

る
修

水
県
、

平
江
県

一
帯

は
、
明
末
清

初

の
動
乱

、
戦
乱

、
災
害

に
よ

っ
て

「
人
煙
無
き
」
、
荒

れ
果

て
た
土
地
と
な

っ
て

い
た

。
そ

こ
で
、
各

県

各

州

の
知
事

た
ち
は
、
皇
帝

の
命

を
奉

じ
客
家
を
移
住
さ
せ
た
。
義

寧
州

の
州
知
事

は
、
福
建

の
長
汀

・
上
杭

・
武

平

・
寧

化

の
諸

県
、

広
東

の
長
楽

・
興
寧

・
平
遠

・
龍
川

・
和
平

の
諸

県
、
江

西
省
南
部

の
会
昌

・
上
猫

・
崇

義

・
興
国

・
定
南

・
龍
南
な
ど

に
住
む
数

十

県

に
ま
た
が

る
客
家
人

に
集
団

で
移
住
し

て
く

る
よ
う
招

い
た

。
希

望
者
は
老
人
、
子
ど
も
を
連

れ
て
や

っ
て
来

て
、
康
煕
末
年

に
は

一
万
余

人

に
も
達
し

た

(同
上
護

頁
=
.六
⊥
一、七
)」
。
又
、
平
江
県

の
県
知
事
も

「康
煕
年
聞
、
広
東
、
福
建

か
ら
移
民
を
招

い
て
、
開
墾

さ

せ
た

(『平
江
県
志
』
「総
述
」
頁
一
)」
。

こ

の

一
帯

に
移
住

し

て
き
た
客
家

た
ち
は
、
客
家

だ
け

で
集
団
を
作
り
、
山

に
棚

を
作

っ
て
共
同



で
住

み
、
働

き
、
生
活
し
た
。
陳
寅
恪

の
先
祖
も
異
な
る
姓

の
人
び
と
と

三
〇
年
間
も
衣
食
住

を
共
に
す

る
共
同
体

的
生
活
を

し
た
と

い
う
。
以

上

の
よ
う

に
清
代

に
は
、
湖
南
省

と
江
西
省

の
境

に
あ
る
山
脈

の
西
側
山
麓

一
帯

(湖
南
省
側
)、
東
側

山
麓

一
帯

(江
西
省
側
)
に
、

広
東

、
福
建

の
客
家

が
大
量

に
移

住
し

た

の
で
あ

る
。
修

水
県

で
は
、
清
朝

中
期

に
客
家

人

は
、
県

の
入

口

の
七

%

に
達

し

て

い
た

(『陳
寅
恪
家
世
』
頁
四
九
)。
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五
、
客
家
の
生
活
、
社
会
、
教
育
、
文
化
の
特
徴

客
家
は
も
ち
ろ
ん
純
粋
な
漢
族
で
あ
る
。
し
か
し
、
移
住
の
長
い
歴
史
を
持
ち
、
独
自
の
文
化
を
強
固
に
保
持
形
成
し
て
き
た
の
で
、

移
住
し
た
先
々
で
先
住
の
漢
族
と
対
立
抗
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
前
掲
の

『陳
寅
恪
家
世
』
は
客
家
人
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
四

点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
修
水
県
の
客
家
を
調
査
し
、
研
究
し
た
書

『客
家
入
在
修
水
』
(修
水
の
客
家
人
)
に
よ

っ
た
と
あ
る
。
私

は
未
見
で
あ
る
が
、
要
旨
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

第

一
点
は
、
客
家
人
は
、
先
住
の
土
着
入
と
婚
姻
関
係
を
結
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
。
土
着
入
は
、
新
参
の
貧
し
い
客
家
を
軽
蔑
し
、

差
別
し
て
娘
を
嫁
に
や
ら
ず
、
客
家
も
ま
た
同
じ
態
度
を
と
る
。
客
家
は
団
結
し
て
、
土
着
人
と
対
抗
し
、
勢
力
を
拡
大
し
よ

う
と
し
た
。

第
二
点
は
、
客
家
の
言
葉
は
、
独
特
で
、
土
着
人
と
話
が
通
じ
な
い
点
で
あ
る
。
客
家
は
、
そ
の
遠
い
祖
先
が
住
ん
で
い
た
華
北
、

と
り
わ
け
河
南
省
の
中
原
の
言
葉
を
か
な
り
純
粋
に
保
持
し
て
き
た
。
し
か
も
、
移
住
先
の
福
建
省
、
広
東
省
の
山
地
に
い
た

先
住
少
数
民
族

(奮
族
)
の
言
葉
を
取
り
入
れ
た
の
で
、
独
特
の
展
開
を
し
、

一
般
の
土
着
の
漢
族
と
極
め
て
異
な
る
言
語
文
化

を
形
成
し
て
き
た
。
こ
れ
が
ま
す
ま
す
同
化
を
困
難
に
し
て
き
た
。
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第
三
点
は
、
客
家
の
女
性
は
、
纏
足
を
し
な
い
と
言
う
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。

一
般
の
漢
族
は
、
清
代
に
は
華
北
か
ら
華
南
ま
で
纏
足
を
す
る
風
習
が
広
ま

っ
た
が
、
客
家
の
女
性
は
纏
足
を
せ
ず
、
家
事
と

野
良
仕
事
を

一
手
に
や
り
、
百
姓
仕
事
も
男
以
上
に
こ
な
し
た
。
こ
れ
は
、

一
般
の
漢
族
が
客
家
の
娘
を
嫁
に
取
ら
な
い
大
き

な
原
因
で
も
あ

っ
た
。
客
家
の
女
性
は
纏
足
と
い
う
圧
倒
的
多
数
の
中
国
人
の
悪
習
に
染
ま
ら
ず
、
男
以
上
に
働
い
た
の
で
、

農
民
反
乱
の
際
な
ど
に
大
活
躍
し
た
。
纏
足
を
し
て
い
て
は
戦
争
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
毛
沢
東
の
中
央
革
命
根
拠
地
が
、
江
西

省
、
福
建
省
の
客
家
居
住
地
に
中
核
防
衛
圏
を
創
設
し
た
の
も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
毛
沢
東
の
二
番
目
の
妻

の
賀
子
珍
は
江
西
省
の
永
新
県
生
れ
の
客
家
で
あ

っ
た
。

第
四
点
は
、
移
住
し
た
客
家
は
、
な
か
な
か
新
し
い
県
の
戸
籍
を
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
点
で
あ
る
。
彼
ら
が
県
の
戸
籍
を
獲
得
す
る

こ
と
は
誠
に
困
難
で
あ

っ
た
。
何
故
か
と
い
う
と
、
戸
籍
を
と
ら
な
い
と
科
挙
の
試
験
を
受
験
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
客
家
が

移
住
し
た
土
地
は
貧
し
く
荒
れ
果
て
た
土
地
や
山
地
が
多
か

っ
た
の
で
、
土
着
人
の
地
主
の
小
作
人
に
な

っ
た
り
、
貧
し
い
焼

き
畠
農
民
に
な

っ
た
り
、
無
業
者
に
な
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
こ
う
し
た
境
遇
を

一
転
さ
せ
る
契
機
、
チ
ャ
ン
ス
は
科
挙
の
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
客
家
は
、
誇
り
高
く
、
家
族
宗
族
の
団
結
力
は
強
く
、
文
化
も
高
か

っ
た
の
で
、
実
に
熱
心

に
勉
強
し
、
科
挙
合
格
率
も
実
に
高
か

っ
た
。
科
挙
を
通
じ
て
、
勢
力
を
伸
ば
し
、
富
貴
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
土
着
人
に
と

っ
て
は
、
脅
威
で
あ

っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
、
嫌
が
ら
せ
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
執
拗
に

努
力
し
た
の
で
、
雍
正
帝
の
時
代
に
、
客
家
人
に

「懐
遠
都
」
(遠
方
の
肉
親
を
懐
か
し
む
と
い
ろ
寓
意
)
な
る
戸
籍
を
独
自
の
新
設
戸
籍

と
し
て
設
け
た
。
修
水
県
で
も
、
こ
れ
に
よ

っ
て
科
挙
を
巡
る
争

い
は
解
決
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
修
水
県
の
客
家
は
、
懐
遠

人
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
貧
し

い
移
住
客
家
の
子
孫
で
あ
る
陳
寅
恪

一
族
は
、
科
挙
、
学
問
、
留
学
を
通
じ
て
中
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国
を
代
表
す

る
学
者

、
文
人
、
画
家

を
生

み
出
し
た

の
で
あ
る

(同
上
書
、
頁
四
一
～
四
七
)。

上

に
述

べ
た
よ
う

に
、
修

水
県

に
移
住

し
た
客
家

の
中

で
、
最
も
有

名

に
な

っ
た

の
は
陳
宝
箴

(湖
南
巡
撫

清
末
の
進
歩
的
政
治
家
v、
陳
寅

恪

(民
国
時
代
の
大
学
者
)
な
ど
を
生

ん
だ
陳
家

で
あ

る
。
陳
寅
恪

は
、

一
八
八
九
年

、
詩
人

の
陳
三
立

の
子
と
し
て
生

れ
た
。
長

兄
は
画
家

と
し

て
名

を
あ
げ
た

陳
衡

恪
で
あ

る
。
彼

の
兄
弟
は

一
人
を
除

い
て
皆

外
国

に
留

学
し
た
。
次
兄
も

日
本

の
慶
応
大
学
、
東

京
大
学

へ

留
学

。
五
男
は
北
京
大

学
を
京
孟
栄
後
、

パ
リ
大
学

へ
。
三
男

の
寅
恪

は

=
二
歳

で
、
長
兄
、
次

兄
と
共

に
日
本

に
渡
り
、
中
学
卒
業
後

に
帰

国
し

、
復

旦
公

学

に
入

学
し
た

が
再

び

ベ
ル
リ

ン
大

学

に
留
学
、
以
後

チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ
大
学

、

パ
リ
大
学
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

、

ベ
ル
リ

ン
大
学
研
究

院
と

三
六
歳
ま

で
世
界
各
地

の
大

学

で
ひ
た
す
ら
学
業

に
打
ち
込

ん
だ
。
数

代
前

に
乞
食

同
然

の
姿

で
福
建
省

の

山

の
中
か
ら
江
西
省

修
水
県

に
流

れ

て
き

た
移
民
客
家

の
家

か
ら
、
実

に
外
国

に
二
〇
年
以
上
留

学
し

て
中
国
第

一
級

の
学
者

に
な

る

人
物

が
生

ま
れ
た

の
で
あ

る
。

修

水
県

(唄

義
寧
県
)
の
客
家

は
、
県

全
体

の
人

口

の
僅

か
に
七
%

の
人

口
し
か
な
か

っ
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
進
士
、
挙
人

に
合
格

す

る
比
率

が
実

に
高
か

っ
た
。
「清

の
乾
隆
帝

か
ら
光
緒
帝

の
末
年

に
い
た
る
間

に
、

"懐
遠
都
"

(客
家
籍
)な

る
戸
籍

に
属
す

る
客
家
か
ら

進

士

が

八
名
出

て

い
る
。

こ
れ
は
県
全
体

の
進
士

一
七
名

の
四
七
%
を
占

め
て

い
る
。
ま
た

、
挙
人

(大
多
数
は
武
挙
人
)
は
七

五
名
出

て

お
り

、
県
全
体

の
挙
人

二
〇

二
名

の
約
三
七
%
を

占

め
て

い
る
」
(『陳
寅
恪
家
世
』
頁
四
九
)。

一修

水
県
志
』
(人
物
伝
の
項
)
を
見

る
と
、

民
国

時
代

に
陳
寅
恪

兄
弟
を

含
め
、

日
本

に
留
学
し
た
人
物

は
合
計

一
四
人

、
そ

の
内

京
都
帝
大

は
三
人

、
東
墓

局
等
師
範
は

二
人
、
早
稲

田
大
学

三
人

、
東
　星
局
等

工
業
高
校

(現

墓
尽
工
大
)
二
人
な
ど
。

そ

の
他
、

ソ
連

(モ
ス
ク
ワ
東
邦
大
学
、
モ
ス
ク
ワ
中
山
大
学
)、

ア
メ
リ
カ
、
ド

イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
、

ベ

ル
ギ

ー
な
ど

に
合
計
七
人
が
留
学

し

て

い
る
。
ま
た
、
広
東

に
あ

っ
た
黄
哺

軍
官
学
校

に
は
三
五
名
が
進

学
し

た

。
驚
く

べ
き
進
学
率

と

い
わ
ね
ば
な

ら
な

い
。
も
ち

ろ
ん
、

こ
の
中
に
客
家
出
身
者
が
ど

の
く
ら

い
い
た

の
か
不
明

で
あ
る
が
、
前
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代

の
清
代

に
於

け
る
科
挙
合
格
率
か
ら
見

て
、
か
な
り
多
く
を
占

め
て

い
た

こ
と
は
間
違

い
な
か

ろ
う

。

こ
う

し

た
傾
向

は
、
広
東

の
客

家

に
も

言
え

る
よ
う

で
あ

る
。
黄
哺

軍
官

学
校

の
第

一
期
生

に
合
格
し
た
広
東
籍

現
在
の
行
政
区
分
)

の
学
生

八

四
名

(海
南
島
出
身
者
は
除
く

以
下
同
じ
)
の
内

、
客
家
は

三
〇
名
以
上
、
第

二
期
生
は

五
八
名
中

の
二
〇
名

、
第

三
期
生

は
不
完

全

な
統

計

で
は
あ

る
が

一
六

二
名

中

の
八
五
名
、
第

四
期
生
は

二
〇
五
名

中

の
七

〇
名
と
な

っ
て

い
る
。
広
東
籍

の
黄
哺

軍
官
学
校
生

の
中

で
客
家

出
身

の
学
生

が
か
な
り
多
か

っ
た

こ
と
が
分
か
る

(繭
半

馨
家
人
』
頁
九
一.、)。

こ
う

し
た
傾
向
は
、
福
建

、
江
西

、
湖
南

の
客

家

に
も
当

て
は
ま
る
も

の
と
推
測
さ

れ
る
。

客
家

は
、
移
住

し

て
か
ら
福
建
省

、
江

西
省

、
広
東
省

の
三
省
交
界

一
帯

の
山
岳

地
帯

や
、
山
脈

の
裾
野
な
ど
既

に
土
着
民
が
居
住

し

て

い
る
地
域
を
避

け
て
住

み
着
き

、
そ

こ
が

い

っ
ぱ

い
に
な
る
と
江
西
省

と
湖
南
省

の
省
境

に
あ

る
山
岳
地
帯

に
移
住

し

て

い

っ
た
。

あ

る

い
は
ま
た
、
福
建
省

、
広
東
省

の
沿
岸
か
ら
、
押
し
出
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
、
台
湾

へ
、
さ
ら

に
東
南

ア
ジ

ア
の
国

々

へ
と
移
住

し

て

い

っ
た
。
ま
た
、
あ

る
も

の
は
、
民
末
清

初

の
戦
乱
、
動
乱

に
よ

っ
て
荒
れ
果

て
、
人
煙
稀

な
荒
地

が
広

が

っ
た

四
川
省

へ
と
移

住

す

る
者
も

あ

っ
た
。

こ
う
し
た
、
各

地
域

へ
の
移
住
者

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
、
江
西
省
南
東
部

か
ら
福
建
省
西
部

一
帯

に
続
く

客
家

居
住
地
帯

の
、
客
家

人
た
ち

は
実

に
広

い
世
界

に
人
脈
と
情
報
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持

っ
て

い
た
よ
う

で
あ

る
。
次
章

で
、
共
産
党

の
中
央
革
命

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区

の
中
心
と
な

っ
た
江

西
省

の
瑞
金
県
、
興
国
県
、
吉
安
県
東

固
郷
等

々
を
、
客
家

居
住

地
域
と
革

命
情
勢

の
観

点
か
ら
見

て
お
き
た

い
。



125中 共、中央革命根拠地における客家と土地革命戦争

六
、
中
央
革
命
根
拠
地
の
中
核
は
、
ほ
と
ん
ど

「純
客
家
県
、
準
客
家
県
」

ω

江
西
省

「瑞
金
県
」
(純
粋
客
家
県
)

瑞
金
県
は
、
周
知
の
如
く
、
毛
沢
東
、
朱
徳
な
ど
中
華
人
民
共
和
国
建
国
の
元
勲
た
ち
が
中
央
革
命
根
拠
地
を
創
建
し
た
時
、
そ
の

中
心
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

一
九
三

一
年

=

月
に
は
、
瑞
金
は

「中
華
蘇
維
埃

(ソ
ヴ
ィ
エ
ト
)
共
和
国
臨
時
政
府
」
の
首

都
と
な

っ
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
代
に

「紅
軍
に
参
加
し
た
人
は
四
万
九
千
人
ほ
ど
も

い
て
、
こ
れ
は
当
時
の
県
の
人
口
の
約
五
分
の

一

に
相
当
し
た
。
長
征
に
参
加
し
た
人
は
三
万

一
千
人
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、
長
征
の
途
中
で

一
万
余
人
が
犠
牲
に
な

っ
た
。
ま
た
全
県
で

国
民
党

に
殺

さ

れ
た
革
命
烈
士

は

一
万
七

三
九

三
人

に
上

る
」
(璽

心』
頁
四
～
五
)。
以
上

の
よ
う

に
、
瑞
金
は
革
命

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
時
代

の

聖
な

る
赤

都

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
瑞
金
県

の
多

く

の
地
元
党
員
が

A
B
団

(ア
ン
チ
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ー
キ
団
の
略
称
)
と
し

て
殺
害

さ
れ

る
と

い

う
悲
劇

も

こ

こ
で
起

こ

っ
て

い
る
。

『瑞
金

県
志
』

の
人
物
伝

に
、
殺
害

さ
れ
た
中
共
瑞
金
県
委
員
会
書
記

二
名

を
含

む
三
人

の
地

元

指
導
者

の
略

伝

が
あ

る

(『星

心』
真
八
、
ニ
ハ○
)。
全
体

で
何

人
粛
清
さ
れ
た
か
記
載

が
な

い
が
、
非
常

に
多
く

の
党
員
、
紅

軍
兵
士

が
殺

害

さ
れ
た

こ
こ
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
建

国
後

に
こ

の
県

出
身

の
紅
軍
兵
士

一
二
名

が
将

軍
に
ま

で
栄
達
し
た
。

さ

て
、

こ

の
瑞
金
県

は
、

「純
粋
客
家
県
」

で
あ

る
が
、
新
編
地
方
志
叢
書

の

『瑞
金

県
志
』

の
ど

こ
に
も

、
そ
う

し
た

こ
と
は
書

い
て
な

い
。
客

家
は
純
粋
漢
族
と
言
う
建
前

に
な

っ
て

い
る

の
で
、

こ
と
さ
ら
漢
族
と
別

に
客
家

人

の
県
な
ど
と
は
書

か
な

い
の
で
あ

る
。

一
般

書

で
純
粋
客
家

県

で
あ

る
、
と

言
わ
れ
る
ど

の

『県
志
』
を
見

て
も

、
そ

の
ほ
と

ん
ど
が
、
我

が
県

は

「客
家

県

で
あ

る
」

と

か
、

「客

家

が
人

口

の
何

割
を
占

め
る
」
な
ど

と
は
書

い
て
な

い
。
何
故

で
あ

ろ
う

か
。
私
は
次

の
よ
う

に
推
測
す

る
。
客
家

で
あ

る
か
ど
う

か
を
書

く
と
、

こ
れ
ま

で

の
客

家
と
土
着
人

の
対
立
抗

争

の
歴
史
を
書

く

こ
と

に
な
り
、
基
本
的

に
は
階
級
闘
争
史
観

に
立
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つ
県
志
編
纂
の
哲
学
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
現
存
の
客
家
系
を
少
数
民
族
扱
い
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
逆
に
客
家
人
側
か
ら
自

己
を
賛
美
し
た
り
、
或
い
は
土
着
人
か
ら
の
抑
圧
と
差
別
の
歴
史
を
告
発
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
し
ろ

「地
方

分
裂
主
義
者
」
と
目
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
触
れ
な

い
に
如
く
は
な
し
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
ご
く
少
数
な
が
ら
堂
々

と
客
家
県
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る

「県
志
」
も
少
数
あ
り
、
状
況
は
複
雑
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
各

『県
志
』

の
末
尾
に
必
ず
あ
る

旧方
言
」
の
項
目
を
見
る
。
例
え
ば
、
『瑞
金
県
志
』
(巻
三

一

「方
言
」
)
を
見
る
と
、

そ
こ
に
は
、
冒
頭
に

「本
県
の
方
言
は
客
家
話
に
属
す
」
と
書
い
て
あ
り
、
瑞
金
が
客
家
語
を
話
す
県
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
客
家
語
で
も
、
石
城
県
に
近
い
地
域
は
石
城
話
、
寧
都
県

・
干
都
県

・
会
昌
県
に
近
い
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

隣
接
県
の
方
言
に
近
い
客
家
語
を
話
し
て
い
る
と
し
、
中
部

一
帯
で
は

「籟
南
客
家
話
」
が
主
要
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の

言
語
の
説
明
で
、
初
め
て
瑞
金
が
客
家
県
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
分
か
る
が
、
瑞
金

の
県
共
産
党
の
創
始
者
、
著
名
人
個
々
人
に
着
い
て
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
客
家
人
で
あ
る
か
ど
う
か

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
粛
清
さ
れ
た
瑞
金
県
共
産
党
員
を
含
む
党
活
動
家
、
農
民
運
動
指
導
者
、
更
に
は
建
国
後
将
軍
の
勲

章
を
授
与
さ
れ
た
大
部
分
の
人
が
、
客
家
語
を
話
す
客
家
人
で
あ

っ
た
と
推
測
し
て
も
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
客
家
に
特
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
向
学
心
に
燃
え
て
海
外

に
ま
で
留
学
し
た
人
々
が
ど
の
く
ら
い
い
た
の
か
、
残

念
な
が
ら

『瑞
金
県
志
』
に
は
記
載
が
無
い
。
た
だ

一
人
、
「県
志
」
末
尾
の

「人
物
伝
」
に
日
本
に
留
学
し
、
早
稲
田
成
城
学
校
で

学
び
、
孫
文
に
私
淑
し
て
中
国
同
盟
会
に
加
入
し
、
そ
の
後
に
日
中
間
を
奔
走
し
、
広
州
蜂
起
な
ど
に
活
躍
し
た
が
、
最
後
に
陳
姻
明

に
殺
さ
れ
た

「張
魚
書
」
(
一
八
七
三
～

一
九

↓
二
)
の
略
伝
が
載

っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
非
常
に
沢
山
の
瑞
金
人
が
海
外
に
留
学
し

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
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ω

江

西
省

「興
国
県
」
(純
粋
客
家
県
)

こ

の
県
も

「純
粋
客
家

県
」

で
あ

る
。

『興
国
県
志
』
(巻
三
一
一、
方
言
・諺
磯

頁
七
〇
八
)
に
、
次

の
よ
う

に
記
さ
れ

て

い
る
。
「
興
国

の
方

言
は
、
基
本
的

に
客

家
語
系
統

に
属
す
る
。
興
国

の
居
民

は
、
多
く

は
客
籍
人

で
あ
り
、
大
部
分

は
広
東
、
福
建

か
ら
移
住
し

て
き

た
。

県
城

の
郊
外

に
あ

る
五
里
亭

郷

の
統

計

に
よ
る
と
、
全
郷

に
あ

る
二
十
余
個
所

あ
る
自
然
村

の
宗
族
は
、

み
な
広
東

か
ら
移

住
し

て
き

た
者

で
あ

る
。

こ
の
他

に
、
山
西
省

の
太
原
、
河
南
省

の
開
封
、
江
蘇
省
、
福
建
省

、
南
京

の
烏
衣
巷
な
ど
か
ら
移

っ
て
き
た
者
も
小

数

な
が

ら

い
る
。
江
西
省

の
他

の
県
か
ら
移

っ
て
き
た
者
も

い
る
。
特

に
尋

烏
県

(旧
尋
都
県
)、
信
豊
県
か
ら

の
も

の
が
多

い
。

こ
れ
ら

の
姓
氏

(宗
族
)
は
、
歴
史

的

に
言
え
ば

、
ま
ず
広
東

に
着

き
、
次

い
で
尋
烏
、
信
豊

に
来

て
、

そ

の
後
興
国
県

に
移

っ
て
き
た

の
で
あ

る
。
客
籍

人
が

か
な

り
多

い
の
で
、
客
家
語
が
自
ず
か
ら
興
国
県

の
主
要
な
言
葉

に
な

っ
た
」
。

以
上

に
よ

っ
て
、
興
国
県

は
、
広
東

か
ら
尋
烏
、
信
豊
を
経

て
徐

々
に
移
住

し

て
き
た
客
家

人
が
、
人

口
の
主
流
を
占

め
て

い
る
こ

と

が
分
か

る
。

こ
の
興

国
県

の
人

々
は
、

「も
と

も
と
、
光
栄
あ

る
革
命
的
伝
統
と
献
身
的
な
精
神
を
持

っ
て
お
り
、

か

っ
て
文

天
祥

は
、

〈興
国
人

は
強
健

で
あ

っ
て
、
刑

罰
を
も

っ
て
服
従

さ
せ
る
こ
と
は

で
き

な

い
が
、
礼
儀
を
も

っ
て
す

れ
ば
動

か
す

こ
と

は
で
き

る
〉
と
言

っ
た

こ
と
が
あ

る
」
(県
養

頁
五
)。
辛

亥
革
命
後
も
多
く

の
県
人
が
、
革
命

運
動

に
奔
走

し
、
中
央
革
命
根

拠
地

で
最
も
多

い
約

八
万
人

の

紅

軍
兵
士

を
だ
し
、
長
征

に
も
三
万
人
以
上

の
男
子

が
参
加
し

、
長
征
途
上

の
死
者
は

一
万

二
千
余
人
、
土
地
革
命
戦
争
中

の
全

犠

牲

者

は
、

二
万
三
千
人

に
達
し
た

(県
志
、
頁
五
)。

客

家

は
、
質

実
剛

健
、

積
極

進
取

の
精
神

に
富

ん
で

い
た
と

い
う

が
、

『興
国
県
志
』
(巻
三
四
、
人
物
、
頁
八
一
五
～
八
一
九
)
を
見

る
と

、

多
数
の
圭星

が

国
内
外
に
勉
強
に
で
て
い
て
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
以
下
、
民
国
時
代
の
留
学
生
を
紹
介
す
る
。
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日
本

留

学

八
名

ー

中

央

大

学

二
名

、

法

政

大

学

一
名

、

日
本

帝

国
大

学

(土
木
科
茗

、
化
学

茗

。
た
だ
し
、
ど
の
帝
国
大
学
か
不
明
二

名

、
東

京

帝

国

大

学

一
名

(土
木
科
)、

士
官

学

校

一
名

、

そ

の
他

一
名

。
略

伝

が

あ

る
も

の
、

王

有

蘭

(中
大
、

・
八
八
五
～
一
九
六
七
)、

王

又

庸

(法
政
大
学
、

、
八
九

一
～

.九
六
三
)、

胡

謙

(日
本
士
官
学
校
、

一
八
七
九
～
一
九
三
ハ)、
胡

嘉

詔

(日
本
の
帝
大
土
木
科

.
八
八
七
～
」
九
六
二
)

ア

メ
リ

カ

留

学

三
人
ー

ハ
ー

バ

ー

ド
大

学

一
名

、

ウ

エ
ス
ト

ポ
イ

ン
ト
士

官

学

校

二
名

。

フ

ラ

ン

ス

・
ベ

ル
ギ

ー
留

学

-

一
名

。

イ

ギ

リ

ス
留

学

ー

ロ
イ

ヤ

ル

・
ネ

イ
ビ

ー

(皇
家
海
軍
)
学

院

一
名

。

黄

哺

軍

官

学

校

-

三
六

名

(
一
期
生
二
名
、
二
期
生
四
名
、
三
期
生

、
二
名
、
四
期
生
四
名
、
五
期
生
二
名
、
六
期
生
六
名
、
不
明
六
名
)。

モ

ス
ク

ワ
東

方

労

働

者

共

産
主

義

大

学

一
名

(衷
玉
泳
、
北
晶n尖

学
卒
、
杢

人
釧
に
師
事
、
二
四
年
か
ら
.
五
年
の
間
、
モ
ス
ク
ワ
に
留
学
)。

以
上
の
興
国
県
出
身
者
の
学
問
、
教
育

へ
の
凄
ま
じ
い
意
欲
と
実
績
を
み
る
と
、
先
ず
第

一
に
、
明
清
時
代
以
来
の
客
家
の
科
挙
試

験

へ
の
情
熱
が
、
民
国
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
が
海
外
留
学
熱
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
中
国
共
産
党
の
中

央
革
命
根
拠
地
の
中
核
県
と
し
て
、
そ
の
名
を
瑞
金
県
と
と
も
に
馳
せ
た
こ
と
が
、
県
民
の
高
い
教
養
と
世
界
情
勢
に
対
す
る
国
際
的

知
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
第
三
に
、
瑞
金
県
と
同
じ
く
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
、
抑
圧
に
対
し
て
闘

っ
て
き

た
、
純
粋
客
家
県
の
客
家
人
と
し
て
の
伝
統
的
な
抵
抗
精
神
が
、
又
そ
れ
ゆ
え
に
上
昇
転
化
の
精
神
が
県
民
に

一
般
的
に
強
か

っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
を
推
測
せ
し
め
る
。

又
そ
れ
ゆ
え
に
、
客
家
県
は
共
産
党
の
革
命
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
な
り
や
す
か

っ
た
が
、
し
か
し
ま
た
逆
に
、
党
中
央
の
命
令
、
毛
沢

東
が
書
記
を
勤
め
る
紅
第

一
方
面
軍
の
命
令
、
特
に
反
革
命
粛
清
蓮
動
に
対
し
て
激
し
く
抵
抗
し
て
、
多
く
の
県
共
産
党
幹
部
が
粛
清
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さ
れ

た

の
だ

と

思
わ

れ

る
。

例
え

ば
、

興
国
県

に
初

め

て
共
産

党
支
部
を
創

建

し
、

江

西
省
全
体

で
も
名

の
知

ら
れ

た
革
命
家

の

胡

畑

、

郡
白

新

、
薫

以
佐
、
官
様
成

(以
上
四
人
は
黄
哺
軍
官
学
校
卒
)、
黄
家
煙

、
余

石
生

、
凌
甫

東
な
ど

が
粛

清
さ

れ
て

い
る
。

『興
国
人

民
革

命
史
』
(中
共
興
国
県
委
党
史
工
作
弁
公
室
編
、
人
民
教
育
出
版
社

二
〇
〇
三
年
v
に
は
、
当
時

県
内
外

で
活
躍

し
た
興
国
県
革
命

家
の
略
伝

が
六
一二

名

載

っ
て

い
る
が
、
そ

の
う
ち

の
ト

ッ
プ
ク

ラ
ス
の

一
七
名

が

A
B
団
分
子
と

し

て
粛
清

さ
れ

て

い
る

(夏

三

一
～
二
六
二
)。
革
命

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
時
代

に
、
興

国
県
が
革

命
根
拠

地

の
中
心

と
な
り
、
ま

た
同
県

の
革
命

家
が
多
く
粛
清

さ
れ
た

こ
と
と
、

こ
こ
が
純
粋
客
家
人

の
県

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
と
は
、
深

い
関
係

が
あ

っ
た
と
考
え

る
の
が
当
然

で
あ

ろ
う

。

紛

江
西
省

「干
都
県
」
(旧
、
「等
都
県
」。
難
馨
家
県
)

こ
の
県
も

「純
粋
客
家
県
」
で
あ
る
。
『干
都
県
志
』

の

「方
言
」
の
部
に
、
「干
都
話
は
客
家
万
言
に
属
す
」
と
あ
り
、
県
民
の
大

部
分
が
現
在
で
も
客
家
語
を
話
し
て
い
る
。
こ
の
県
も
、
中
央
革
命
根
拠
地
の
中
核
県
で
あ
り
、
第
二
次
国
内
革
命
戦
争
の
時
期
、
つ

ま
り
土
地
革
命
戦
争
の
時
代
に
、
紅
軍
正
規
軍
に
参
加
し
た
人
は
延
べ
五
万
六
七
二
六
人
、
地
方
紅
軍
に
参
加
し
た
人
は

一
万

一
七
三

三
人
、
戦
死
等
犠
牲
に
な

っ
た
人
は

一
万
六
二
五
七
人
に
達
し
て
い
る

(置
岱
心』、
厩
述
L
頁
六
)。
当
時
の
県
の
人
口
は
二
五
万
人
程
度
で

あ

っ
た
か
ら
、

い
か
に
凄
ま
じ
い
犠
牲
者
を
出
し
た
か
分
か
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
県
の
革
命
先
駆
者
十

一
名
の
う
ち
、
六
名
が
A
B
団

と
し
て
粛
清
さ
れ
て
い
る
。
薫
大
鵬
、
張
浩
、
鐘
声
楼
、
朱
学
玖
、
サ
紹
倫
、
張
文
換
ら
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
『県
志
』

の

「人
物
」
の
項
に
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
被
粛
清
者
は

=
二
人
い
る

(同
よ

天
物
」)
全
体
で
は
恐
ら
く
百
を
以
っ
て
数
え
る
ほ
ど
の
人
が

粛
清
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
総
数
が
書

い
て
な
い
。
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㈲

江
西
省

「尋
烏
県
」
(旧
尋
鄙
県
純
粋
客
家
県
)

こ

の
県
も

「純

粋
客
家

県
」

で
あ

る
。

『尋
烏
県
志
』

(「方
言
」
頁
四
一、三
)
に
、

「尋
烏

の
地
は
、

閲

・
輿

・
鞍

の
三
省
交

界

の
辺
境

に

あ
り

、
客
家

人
が
集
合
し

て
住
ん

で
あ

る
と

こ
ろ
で
あ

る
」
と
あ

る
。

こ

の
地

の
客
家

人
は
地
続
き

で
あ

る
広
東
省

の

「奮

領
県

、
平

遠
県
」

の
住

民

で
あ
る
客
家

人
と
深

い
関
係

が
あ
り
、
土
地
革
命
戦
争

の
時
代

に
は
三

つ
の
県
が

一
つ
の
赤

色
県

「蕉
平
尋
県
」
を
構

成
し

、
中
共

の
県
委
員
会

(県
委
)
が
置

か
れ
た
。
尋
鳥
県

の
秀
才
は
、
平
遠
県

の
東

に
あ

る
客
家

の
県
と
し

て
有
名

な

「梅
県
」

の
中

学
、
師
範

に
行
く
者
が
多
か

っ
た
。
尋
烏

県
は
、
ほ
と

ん
ど
大
部

分
が
客
家
入

で
あ

る

「閲
輿

輯
客

家
大

本
営
」

の
中

に
位
置
し

て

い

る
。
福
建
省

、
広
東

省
、
江
西
省

の
三
省
交
界
地
帯
は
、
古
来
客
家
が
集
中
し

て
居
住

し
て
き
た

の
で
彼
ら

の
大
本
営
と
称

さ
れ
る
。

こ
の
地
帯
は
、
共
産
党

や
農
民
活
動
家
が
多

く
、
毛

沢
東

、
朱
徳
な
ど

が
紅

軍
を
率

い
て
ば
し
ば
訪
れ
、
毛
沢
東

が
有
名
な

「
尋
烏

調
査

」
を
し

た
県
と
し

て
有

名

で
あ

る
。

こ

の
地

の
出
身

で
あ

る
党
員

の
古
柏

(
、
九
三
五
年
戦
死
)
は
、
毛

沢
東

の
最
も
信
頼
す

る
側
近

と

し

て
有
名

で
あ
り
、

の
ち
毛
沢
東
が
発
動
し
た
富

田
事
変
と
深

い
関
係
を

も

っ
た
。

一
九

三

一
年

に
大
規
模

な
粛
清
が
行
わ

れ
た
。

こ
の
年

の
五
月
、
県
委
書

記

の
梁
錫
枯

(任
期
.二
一
年
四
月
～
δ

月
、
梅
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
た

人
物
)
は
、

「反

A
B
団
宣
伝
大
綱
」
を
発
布
し
、
蕉

・
平

・
尋

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区

に
お

い
て
粛
反
運
動
を
拡
大
化
し
、

一
群

の
中
央
幹
部

、

武
装
組
織

の
幹
部
を
冤

罪
で
殺
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
奮

領
県
、
平
遠
県

、
尋
烏
県

の
三
県

の
地
方
武
装
組
織
も
ま

た
、
機
を
見

て
反

撃
し
た
の
で
、
党
中
央
か
ら
徹
底
的
に
討
伐
さ
れ
二
万
余
の
幹
部
と
民
衆
が
殺
さ
れ
、

一
万
八
千
余
の
民
家
が
焼
か
れ
壊
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
は
縮
小
し
、
大
部
分
の
党
組
織
は
破
壊
さ
れ
尽
く
し
た
。
A
B
団
粛
清
に
武
装
反
撃
を
行

っ
た
の
は
、
篁
郷
区

の
区
委
書
記
と
同
区
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
主
席
の
二
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
「A
B
団
反
革
命
事
件
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
し
か
し

後
に
紅
七
軍
の
調
査
に
よ
っ
て
無
罪
と
判
定
さ
れ
た

(県
志
、
天
事
記
」、
頁
t

。
「政
裳

墓
三
二
)。
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ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ

っ
た
の
か
。
『県
志
』
に
は
詳
し
い
説
明
は
無
い
。
私
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
新
任
県

委
書
記
の
梁
は
、
三

一
年
夏
に
王
明
路
線
を
忠
実
に
実
行
し
、
こ
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
共
産
党
の
古
参
幹
部
、
民
衆
を
大
量
に
粛
清
し

殺
害
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
県
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
純
粋
客
家
県
で
あ
り
、
民
衆
は
宗
族
で
共
同
体
的
団
結
を
持

っ
て
、
党
組
織

や
ゲ
リ
ラ
組
織
を
形
成
し
、
党
を
構
成
し
て
い
た
の
で
、
「械
闘
」
的
な
反
撃
に
、

つ
ま
り
宗
族
共
同
体
全
体
の
反
撃
、
復
讐
戦
と
な

っ
た
の
だ
と
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
中
央
革
命
根
拠
地
全
体
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
う
。
客
家
は
毛
沢
東
な
ど
湖
南
勢
力
が
来
る
前
か
ら
、
独
自
に

革
命
運
動
、
農
民
運
動
を
始
め
て
い
た
。
こ
の
客
家
勢
力
が
在
地
の
革
命
勢
力
を
創
設
し
て
い
た
客
家
革
命
地
帯
が
、
毛
沢
東
が
率

い

る
紅
第

一
方
面
軍
の
井
岡
山
以
来
の
革
命
根
拠
地
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、

一
九
三

一
年
の
夏
は
、
三
〇
年
末
か
ら
A
B
団
粛
清

運
動
を
や

っ
て
き
た
毛
沢
東
の
粛
清
路
線
が
、
王
明
ら
の
党
中
央
か
ら
支
持
、
肯
定
さ
れ
、
粛
反
運
動
が
、
全
国
に
点
在
し
て
い
た
革

命
根
拠
地
に
全
面
的
に
拡
大
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
江
西
省
南
部
の
尋
烏
、
広
東
省
北
部
の
蕉
嶺

・
平
遠

・
尋
烏
の
三
県

に
も
新
任
党
書
記
の
粛
反
運
動
が
荒
れ
狂

っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

一
帯
の
革
命
組
織
は
、
客
家
の
宗
族
共
同
体
を
基
盤
に

し
て
い
た
の
で
、
逆
に
粛
清
組
織
に
対
す
る
反
撃
、
復
讐
戦
を
呼
び
起
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
と
。
し
か
も
、
篁
郷
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
反

乱
勢
力
は
強
大
で
あ

っ
た
か
ら
、
党
中
央
は
、
紅
七
軍
の
調
査
と
い
う
ロ
実
を
以

っ
て
、
反
乱
を
起
し
た
区
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
勢
力
が
正
当

で
あ
り
、
県
書
記
の
粛
清
運
動
が
誤
り
で
あ

っ
た
と
し
て
解
決
す
る
以
外
に
な
か
っ
た
の
だ
と
。
こ
う
し
た
党

・
紅
軍
の

一
部
勢
力
が
、

粛
反
運
動
に
反
旗
を
翻
す
こ
と
は
、
客
家
入
で
な
く
て
も
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
特
定
の
カ
リ
ス
マ
的
人
物
が
個
人
的
な
魅
力

で
強
力
な
共
産
党
組
織
を
創

っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
あ
る
日
突
然
外
部
か
ら
来
た
新
任
の
県
委
書
記
が
、
在
地
の
革
命
勢
力
の
威
信
あ

る
指
導
者
を
A
B
団
と
し
て
逮
捕
、
処
刑
し
た
と
言

つ
よ
う
な
場
合
に
は
、
猛
烈
な
反
発
、
反
撃
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
か
ら
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純
粋

客
家

県

で
な
く

て
も
、
粛
反
運
動

に
対
す

る
反
撃

は
多
く
起

こ

っ
た
。
し
か
し
、
純
粋
客
家

県
に
置

い
て
は
、
そ

の
程
度

が
よ
り

一
層
高

い
と
言
う

こ
と

は

で
き

よ
う
。
私

は
、

こ
の
事
件
を

一
応
以
上

の
よ
う

に
分
析
し

て
お
く

こ
と
に
す

る
。

㈲

江
西
省

馴吉
安
県
東
固
鎮
」
(純
粋
客
家
鎮
)

吉
安
県
は
、
若
干
の
客
家
が
い
る
と
さ
る
が
、
そ
の
程
度
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
央
革
命
根
拠
地
の
中
で
中
心
的
位
置
を
持

っ
て
い
た
東
固
鎮
は
、
東
固
革
命
根
拠
地
と
し
て
江
西
省
で
は
最
も
早
く
江
西
省
人
に
よ
っ
て
独
自
に
創
建
さ
れ
た
革
命
根
拠
地
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
は
ま
た
純
粋
な
客
家
人
の
居
住
地
域
で
も
あ

っ
た
。
『江
西
省
党
史
資
料
、
恥
⑩

(東
固
菓
叩根
拠
蟄

輯
)』
(中
共
江
西
省
委
党
史

徴
集
委
員
会
、
中
共
江
西
省
委
党
史
研
究
室
共
編
、
.九
八
九
年
)
に
、
「東
固
全
域
に
は
大
小
の
村
落
が
二
九
〇
余
も
あ
り
、

一
万
五
千
人
ほ
ど
が
住
ん

で
い
た
。
東
固
で
は
少
数
の
豪
紳
地
主
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
。
地
主
の
中
で
も
、
富
田

(富
田
事
変
が
起
こ

っ
た
と
こ
ろ
で
有
予
i
引
用
者
)、
楓
辺
の
豪
紳
地
主
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
東
固
の
大
多
数
の
貧
苦
の
農
民
は
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど

の
土
地
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
彼
ら
の
先
祖
は
、
大
部
分
が
福
建
、
広
東
か
ら
飢
饒
を
逃
れ
て
移
住
し
て
来
た
客
籍
の
人
で
、

地
主
富
農
の
土
地
を
牛
馬
の
ご
と
く
耕
し
、
豪
紳
地
主
の
搾
取
、
略
奪
、
詐
欺
を
受
け
尽
く
し
て
い
る
人
々
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
飢
え

と
寒
さ
に
苦
し
め
ら
れ
、
生
き
る
に
道
無
く
、
生
存
と
解
放
を
心
か
ら
求
め
願

っ
て
い
た
。
こ
れ
が
革
命
根
拠
地
を
民
衆
が
求
め
た
人

的
基
礎
で
あ

っ
た
」
(頁
二
)。
東
固
鎮
の
農
民
は
、
ほ
と
ん
ど
が
富
田
に
住
む
豪
紳
地
主
で
あ
る
王
初
礒
の
家
や
破
下
の
胡
家
の
小
作
人

で
あ

っ
た
。
特
に
富
田
の
王
家
は
東
固
の
土
地
の
半
分
ほ
ど
を
所
有
し
て
い
た
と

い
う

(頁
二
三
こ
。

東
固
の
土
地
革
命
は
、

一
九
二
七
年
ご
ろ
か
ら
、
富
田
の
豪
紳
地
主
の
搾
取
、
支
配
に
対
す
る
闘
争
と
し
て
始
ま

っ
た
。
こ
こ
に
本

格
的
な
武
装
組
織
を
創
建
し
た
の
は
載
西
特
委
秘
書
長
の
李
文
林
で
あ
る
。
彼
は
す
で
に
こ
の
地
域
に
あ

っ
た
革
命
勢
力
を
土
台
に
し



て
、
「江
西
工
農
紅
軍
独
立
第
二
団
」
を
創
建
し
、
二
八
年
九
月
に
東
固
の
民
衆
を
強
固
な
軍
団
に
組
織
し
た
。
こ
の

「江
西
工
農
紅

軍
独
立
第
二
団
」
(団
員
数
二〇
〇
)
の
指
導
者
は
次
の
通
り
。
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李

又
林

団

党

委

書

記

県

団

長

(後
、

充

一、6
年

、
一
月
に
A
B
団
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
三
一
一年
処
刑
)

段

月

泉

(段
起
鳳
)
1

」

副

団

長

(後
、
、.三
年
A
B
団
と
し
て
処
刑
)

衷

振

亜

(後
に
曾
嫡
春
が
就
任
)

政

治

部

主

任

く後
、
三

一
年
に
A
B
団
と
し
て
処
刑
)

劉

澤

民

l

l

参

謀

長

(後
、
一一三

年
に
A
B
団
と
し
て
処
型

軍
団

第

一
連
連
長

韓
才
始

第
二
連
連
長
ー

宋
金
標

第
三
連
連
長
⊥
--
李
介
思

特
務
連
連
長

劉
興
禄

政

治

宣

伝

隊

隊

長
ー

曾

嫡

春

後
、
-一一一
年

に
A
B
団
と
し
て
処
刑
)

上

の
表

を
見

れ
ば
明

ら
か
な
よ
う

に
、
東
固

の
最
初

の
軍
団

の
指
導

者

四
人

は
、
後

に
皆

、
毛
沢
東
が
創

建
し
た
中
央
革
命
根
拠
地

内

に
お

い
て
A
B
団
分
子
と
し

て
処
刑
さ

れ
て

い
る
。

『江

西
党
史
資

料

漁
⑩
』

の

「入
物

略
伝

及
簡
介
」

に
略
伝

が
あ

る
。
そ

の
中

で
東

固
革
命

根
拠
地

と
深

い
関
係

が
あ

る
人
物

}
九

人

(毛
沢
東
の
命
を
受
け
て
富
田
を
島漿
し
て
江
西
省
党
・
軍
閣
係
者
を
多
数
粛
清
し
た
李
紹
九
を
除
く
)
の
内

、
李
文
林

(吉
水
県
人
)、
曾
嫡

春

(東
固
鎮
の
人
)、
段
月
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泉

(又
の
名
段
起
鳳
、
永
曲…昊

)、
劉
経
化

(東
固
鎮
の
人
)、
衰
振
亜

家
豊
県
人
)、
呉
江

泉
豊
県
人
)、
金

万
邦

(電
都
県
人
)、
郭
梅

(吉
水
県
人
)、
劉

澤

民

↑沓
藁

人
)、
江

耀
葱

(東
固
鎮
の
人
)、
胡
家
駒

(吉
安
暑

吊
鎮
の
人
)、
郭
紹
香

(泰
和
県
人
)
の

一
二
名

が
、

A
B
団
分
子
と
し

て
粛
清

さ
れ

て

い
る

(頁
.
八
二
～
、
δ
四
)。

ま
た
、
伝

の
あ

る

一
九
名

の
内
東

固
鎮

の
出
身
者

は
六
名

で
あ

る
。
東

固
鎮
革
命
根
拠
地

の
兵

団
員

の
大

多

数
は
、

こ
の
地

の
客
家

だ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
党

指
導
者

の
か
な
り
多
く

は
、
周
辺

の
県
か
ら
有
名

な
党

幹
部

が
来

て
指
導

し

て

い
た

こ
と
が
分

か
る
。

こ
の
近
隣

の
県

か
ら
来
た
指
導
者

の
中
に
も
多
く

の
客
家
出
身

者
が

い
た
も

の
と
想
像

さ
れ
る
が
、
究

明

は

今
後

の
宿
題

に
し

て
お
き
た

い
。

さ
て
、
こ
の
東
固
根
拠
地
を
江
西
省
の
本
格
的
な
紅
軍
根
拠
地
、
革
命
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
育
て
上
げ
た
の
は
、
士
呆

県
人
の
奎

又
林

で
あ

っ
た
。

一
九
二
九
年
二
月
、
毛
沢
東
、
朱
徳
、
陳
毅
ら
は
、
紅
四
軍
を
率

い
て
東
固
に
来
て
、
李
文
林
ら
江
西
省
幹
部
党
員
と
初

め
て
会
見
し
た
後
し
ば
ら
く
休
養
し
た
。
以
後
、
毛
沢
東
ら
は
紅
軍
を
率

い
て
江
西
省
内
を
転
戦
し
た
り
、
武
威
山
山
脈
を
越
え
て
福

建
省
西
部
の
客
家
が
多
く
住
む
革
命
地
帯
に
遠
征
す
る
際
に
、
し
ば
し
ば
東
固
を
傷
病
兵
の
治
療
、
休
養
な
ど
に
利
用
し
た
。

一
九
三
〇
年

一
月
、
毛
沢
東
は

「星
星
之
火
、
可
以
僚
原
」
(正
式
に
は
写
林
彪
同
志
的
信
』
が
正
式
な
文
名
)
な
る

一
文
を
書
い
た
が
、
そ
の

中
で

「単
純
な
流
動
的
な
ゲ
リ
ラ
戦
術
で
は
全
国
的
な
革
命
情
勢
を
高
揚
さ
せ
る
任
務
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
と

な

っ
た
。
[新
し
い
闘
争
の
方
式
と
し
て
は
]
朱
徳

・
毛
沢
東
方
式
、
賀
龍
方
式
、
李
文
林
方
式
、
方
志
敏
方
式
と

い
っ
た
革
命
根
拠

地
を
創
る
や
り
方
が
あ
り
、
計
画
的
に
政
権
を
建
設
し
、
土
地
革
命
を
深
化
さ
せ
、
武
装
組
織
を
拡
大
し
、
(後
略
)」
と
書
き
、
単
純
な

ゲ
リ
ラ
戦
を
越
え
た
新
し

い
戦
い
の
仕
方
、
つ
ま
り
革
命
根
拠
地
を

つ
く
り
、
武
装
し
た
革
命
的
根
拠
地
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
を
建
設

す
る
新
た
な
る
地
平
が
築
か
れ
た
と
述
べ
、
四
つ
の
特
色
を
持

っ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
建
設
の
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
中
に
李
文
林
方
式
を

数
え
、
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る

(毛
沢
東
「給
杯
彪
同
志
的
信
」、
宅
沢
東
隻

三
巻

頁
一一一七
)。
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東
固
鎮
が
江
西
省
で
最
も
早
く
革
命
根
拠
地
と
な
り
、
後
に
蒋
介
石
の
五
回
に
及
ぶ

"囲
剥
"
に
対
す
る
、
中
央
革
命
根
拠
地
防
衛

の
拠
点
の

一
つ
と
し
て
機
能
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
も
ち
ろ
ん
、
要
害
の
地
と
し
て
の
自
然
的
条
件
、
周
囲
の
革
命
根
拠
地
に
通
じ
て
い

る
と
言
う
交
通
上
の
利
点
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
条
件
が
あ

っ
た
。
「東
固
鎮
に
住
む

人
々
は
階
級
横
…成
が
か
な
り
単
純
で
あ

っ
て
、
ま
た
階
級
矛
盾
が
か
な
り
集
中
し
て
い
た
の
で
、

一
致
団
結
し
て
戦
闘
集
団
を
形
成
し

や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
の
住
民
は
皆
福
建
、
広
東
か
ら
移
住
し
て
き
た
客
籍
の
人
び
と
で
あ
り
、
大

部
分
の
農
民
は
共
に
富
田
に
住
む
王
家
な
る
土
豪
劣
紳

に
搾
取
、
抑
圧
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
大
革
命
の
時
期
か
ら
土
着
の

革
命
家
が
か
な
り
成
長
し
て
い
た
こ
と
」
(同
上
書
、
頁
一.一一.○
～
.三
コ
)
等
々
。
江
西
省
の
東
固
革
命
根
拠
地
は
、
恐
ら
く
客
家
の
人
脈
を

基
礎
に
し
て
、
李
文
林
を
始
め
と
す
る
、
江
西
省
の
最
も
優
秀
な
党
員
、
活
動
家
が
結
集
し
て
創
建
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う

問
題
提
起
を
最
後
に
行

っ
て
、
解
答
を
今
後
の
検
証
に
待
ち
た
い
。

固

福
建

省

寵

岩
地
区
志
』
(製

下
)
i

閲
西
革
命

根
拠
地

(密
花
、
長
江

武
平

上
航

・楚

、
清
流
、
連
域

聾
石
)
は
、
皆

「純
粋
客

家

県
」
(前
五
県
)、
あ

る

い
は
客
家

の
比
率

が
か
な
り
高

い

一準

客
家
県

一
(後
三
県
)
に
属
す

中
央
革

命

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区
は
、
中
心

県
は
江
西
省

の
寧

都
県
、
瑞
金
県
、
興
国
県

な
ど

で
あ

っ
た
が
、
毛

沢
東

、
朱
徳
、
陳
毅
な
ど

は
、

一
九

二
九
年

三
月

か
ら
五
月

の
間

に
、
紅
四
軍
を
率

い
て
武
夷

山
脈
を
越
え

て
閲

西

に
入
り
、
革
命
を
宣
伝
し
、
ま

た
在
地

の
革

命
勢
力

を
組
織

し
、

一
九

三
〇
年

五
月

に
は
縦

横

一
五
〇
キ

ロ
四
方

、
人

ロ
八
三
万

に
達
す

る
赤
色

ソ
ヴ
ィ

エ
ト
区

(党
員
一
万
人
、
中
共
福

建
省
委

福
建
省
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
所
在
地
は
長
汀
県
)
が
成
立
し
た
。
蒋
介

石

の
五
回
に
及

ぶ

"囲
劇
"

の
際

に
は
、
閲

西
革
命
根
拠
地
も
中
央

革

命
根
拠
地

の
な
か

に
繰
り
込
ま
れ

て
、
反
囲
剣

の
戦

い
を
演
じ
た

の
で
あ

る
。
閲

西
革

命
根
拠
地
に
属
す
上
記

の
諸
県
は
、
客
家

の

門
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中
核
県
で
あ

っ
た
。
土
地
革
命
戦
争
の
時
代
に
は
、
「こ
の
龍
岩
地
区
の
人
び
と
は
前
後
し
て
十
万
余
が
紅
軍
遊
撃
隊
に
参
加
し
、
そ

の
中
の
二
万
余
人
が
長
征
に
参
加
し
た
。
こ
の
数
は
、
長
征
に
参
加
し
た
中
央
紅
軍
の
総
数
の
四
分
の

一
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
人

民
十
万
余
名
が
革
命
の
た
め
に
犠
牲
に
な

っ
た
」
(地
区
志

(下
;
革
命
老
根
拠
地
建
選

頁
δ
四
八
)。

し
か
も
、
こ
の
閲
西
革
命
根
拠
地
に
於
い
て
は
、
党
に
よ
る
同
志
に
対
す
る
反
革
命
粛
清
も
極
め
て
激
し
く
行
わ
れ
た
。
閲
西
で
は

「社
会
民
主
党
分
子
」
の
名
に
お
い
て
、
同
志
粛
清
が
行
わ
れ
、

一
九
八
〇
年
代
に
無
実
の
罪
を
晴
ら
さ
れ
て
、
烈
士
と
認
定
さ
れ
た

人
は
、
「六
三
五
二
人
」
に
達
し
た
。
し
か
し
、
名
前
も
出
身
地
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
殺
さ
れ
た
人
、
家
族
友
人
知
人
も
ほ
と
ん
ど
殺

さ
れ
、
無
明
の
闇
に
消
え
て
い
っ
た
入
が
ど
の
く
ら
い
い
た
か
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
閾
西
革
命
根
拠
地
に
属
す
る
区
域
は
、
客
家
が
非
常
に
多

い
地
帯
で
あ
り
、
革
命
根
拠
地
と
客
家
地
区

(純
粋
客
家
地
域
)
と
は
、

完
全
に

一
致
し
て
い
る
。

の

福

建
省

『龍
岩
地
区
志
』
(下
巻
、
頁
西

六
一
)
の

「方
言
」

に

い
う

。

「閲

西

の
地

は
、
山
区

に
属

し
、
歴
史

上
人

口
の
移
動
が
大

き
く
、
方
言

の
形
成

の
事
情
も

か
な
り
複
雑

で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
、
こ

の
地

は
各
地

が
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て

い
た

の
で
、
言
葉

の
変
化

が
緩
慢

で
あ
り
、

"五
里

音
を
異

に
し
、
十
里

各

(そ
れ
ぞ
れ
)
の

調

(し
ら
べ
)
"
と

い

っ
た
情

況
が
普

遍
的

で
あ

っ
た
。
福
建

の
諸

々
の
客
家
語

が
交

じ
り
合

っ
た
地
帯

、
た
と
え
ば
連

城
県
は
、
中

で
も
典
型
的
な
と

こ
ろ
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
山
ご
と

に
、
川
ご
と

に
言
葉

が
違

い
、
甚
だ
し
く
は

一
つ
の
村

の
中

に
お

い
て
も

異
姓

の
間

で
は
話

が
通
ぜ
ず

、

一
家

の
中

で
も
姑
と
嫁

で
は
言
葉

が
違

っ
た
。

こ
れ
は
全
国

で
も
珍

し

い
こ
と

で
あ

っ
た
」

と
。
同
じ
県

の
同
じ
客

家
人

で
も

、
来

た
場
所

や
、
来
た
時
期
、
そ
れ

に
宗
族

の
違

い
に
よ

っ
て
、
又
長

い
孤
立
的
な
地
理
的

・
文

化
的
状
況

に



よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
独
特

の
言
語
文
化
を
保
持
し

て
お
り
、
必
ず

し
も

一
つ
の
共
同
体
を
形
成

し
て

い
た

の
で
は
な

い
。
客
家

が

い
つ
も

団
結
し

て
、
彼
ら
を
差
別
す
る
土
籍
人

と
対
立
抗
争
す

る
と

い
っ
た
単
純
な
話

で
は
な
か

っ
た

こ
と
が
伺

わ
れ
る
。

「龍

岩
地
区

の
言
語

・
方

言
の
系
統
図
」
(
一九
八
五
年
現
在
、
人
数
。
蕃

石
地
区
志

(下
)』
(頁
西

六
一
～
西

六
四
)
を
以
下

に
紹
介
す

る
。
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AB

閲

南
語

(五
九
万
人
)

福
建
省

の
漢
族
土
籍
人

(t
着
人
)
が
話
す
福
建
語
、

(

)
内

の
単
位
は
人
数

龍

山石
証
開
(三
一一万
余
)

潭

平
語

(一
三

・
五
五
万
)

適

中
語

(三
万
)

山
羊
隔

ヨ
語

(八
百
)

閲

西
客
家
語
区

(
一
七
九
・
二
万
)

福
建
省
西
部

に
住

む
客
家
語
を
話
す
人
び
と

万
安
証
叩

i
龍
岩
県
万
安
渓
他

(
一
・
二
四
万
)

双
車
竈
叩
i
龍
山百

ホ
江
山
郷
他

(
一千
四
丙
)

大
池

語

-
龍

山百

ホ
大
池
郷
他

(五
千
)

菅
証
叩
⊥
聾

石
県
白
沙
郷
他

(二
千
)

梅

県
証
叩
-
潭

平
県
南
洋
郷
他

(三
千
六
亘

潭

平
県

ヨ
家
客

i
潭

平
県
象

湖
郷
他

(百
)

・水
肖疋
証
叩
i
一県
城

一
帯

(四
十
万
)
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!

上
杭

証
叩

語
県
城

一
帯

(三
+
六
万
五
千
)

古

鮫

瓢
叩
1
+
口
田

、

鮫

洋
他

(四
万
)

武

平

甑
叩

-
武

平

県

の

一
部

(一.千
万
)

軍

家
語
-

武

平

県

中

山
郷
他

(
芳

)

長

汀

語

i
長

汀

県

城

一
帯

他

(
一
六
・
八
万
)、

徐

坊

郷
他

(.三

・
五
七
万
)

連
城
城
関
語
-
連
城
県
県
城

喜
福

(八
∴
五
)

文

亨

語

-

連

城
県

文

亨

郷

一
帯

他

(一一一
・九

.
万
)

宣

和

銃
叩

-
連

城

県

宣
和

郷

他

(一
.
・
三
一、万
)

下
南

語

ー

連

城

県

の

　
部

(六

・
、
一万
)

羅

坊

語

-
連

城

県

羅

坊

郷

(
一
万
)

四
墨

語
丁

連

城

県

四
墨

郷

(
.
・
七
九
万
)

姑

田
語

-

連

城
県

姑

田
鎮

(一一
・
八

、
万
)

頼

源

語
丁
⊥
運

城
県

頼

源

郷

(四
五
〇
〇
人
)

上
記
の
表
を
見
る
と
、
閲
西
革
命
根
拠
地
の
諸
県
は
、
全
体
的
に
見
る
と
客
家
が
七
五
%
、
土
籍
人
が
二
五
%
と
い
う
割
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
の
多

い
龍
岩
県
内
の
客
家
人
口
は
僅
か
に
全
体
の
八
%
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
龍
岩
地
区
に
属
す
る
他
の
諸
県
、
つ
ま

り
長
汀
県
、
連
城
県
、
武
平
県
、
上
杭
県
、
永
定
県
、
潭
平
県
の
客
家
人
口
は
、
恐
ら
く
九
〇
%
以
上
に
達
す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。



で
は
、
こ
の
福
建
省
の
四
県
の
各

『県
志
』
に
よ

っ
て
、
客
家
の
情
況
と
、
革
命
根
拠
地
と
し
て
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

㈲

『
永
定
県
志
』
(「方
㎡亘

頁
二
〇
四
)
に
、
大
部
分
が
閲
西
客
家
語
と
あ
る
。
こ
の
県
か
ら
紅
軍
に
参
加
し
た
者
は
六
八
二

一
人
、
長
征

に
参
加
し
た
者
二
〇
〇
〇
余
人
、
革
命
烈
士
は
四
五
八
三
人
で
あ
る
。
ま
た
地
方
幹
部
三
八
人
、
連
長
以
上
の
紅
軍
幹
部
四
〇
人
が

社
会
民
主
党
分
子
と
し
て
粛
清
さ
れ
た
。
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働

『長

汀
県
志
』
(「方
言
」
頁
八
六
流
)
に

「
長
汀
県
は
、
客
家

が
集
中
し

て
集
ま
り
住

ん
で

い
る
県

で
、
そ

の
言
語

は
漢
語

の
中

の
七
大

方

言

の

一
つ
の
客

家
方
言

に
属
し
、
そ

の
中

で
も

中
心

は
閲
西
客
家
話

(汀
州
客
家
話
)
で
あ

る
。
閲

西
客
家
方
言
は
、
旧
汀
州
府

に
属

し
た
長

汀
県
、
寧
化
県

、
清

流
県

、
明
渓
県

の
客
家

万
言

、
上
杭
県
、
武
平
県

、
永

定
県

の
客
家
方

百
と
は
通
じ
る
が
、
連

城
県

の

客
家
方

言
と

は
話
す

こ
と
が
困
難

で
あ

る
。
長
汀
県
が
境
を
接
す
る
江
西

(難

、
会
昌
)、
福
建

(上
記
六
県
)
の
二
省

に
ま

た
が
る
八

つ

の
県
は
客
家
県
で
あ
る
」
。
ま
た
、
同

『県
志
』
の

「概
述
、
中
国
共
産
党
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
土
地
革
命
戦
争
の
時
代

に
、
こ
の
県
か
ら
紅
軍
に
参
加
し
た
者
は
二
万
余
人
、
革
命
烈
士
六
六
七
七
人
、
反
革
命
の

「社
会
民
主
党
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
冤
罪
で
殺
さ
れ
た
人
二
七
四
人
。
こ
の
内
、
県
の
中
核
的
な
党
員
で
あ
る

「県
特
委
」
二
〇
人
中

一
七
入
が
粛
清
で
殺
さ
れ
た
。

⑳

『上
杭
県
志
』
(馴方
言
」
頁
八
四
四
)
に

「全
県
の
四

一
・
三
万
人
が
客
家
方
言
を
話
す
。
古
田
、
蚊
洋
、
歩
雲
な
ど
の
郷
の
四
万

一
〇

〇
〇
人
が
話
す
客
家
方
言
は
特
殊
で
、
県
民
の
大
多
数
が
話
し
て
い
る
城
関
客
家
方
言
の
人
と
は
通
話
が
か
な
り
困
難
で
あ
る
」
と

あ
る
。
同
じ
客
家
人
で
あ

っ
て
も
、
県
民

一
割
ほ
ど
を
占
め
る
古
田
、
鮫
洋
、
歩
雲
の
客
家
人
は
、
他
の
九
割
を
占
め
る
客
家
人
と

は
話
が
か
な
り
通
じ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
話
が
あ
ま
り
通
じ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
古
田
、
鮫
洋
、
歩
雲
の
客
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家
人
は
、
他
の
大
多
数
の
客
家
人
と
源
流
や
移
住
の
時
期
、
文
化
、
歴
史
を
か
な
り
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
両
者
の
間

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
、
対
立
、
抗
争
が
積
み
重
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
県
志
の

「大
事
記
」
(頁
二
9

の

一
九
三

一
年
の
記
録
に
、
「三
月

一
日
、
閲
西
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
、
永
定
県
虎
山岡
で

社
会
民
主
党
分
子
を
審
判
す
る
大
会
を
召
集
し
、
誤

っ
て
林
海
汀
な
ど

一
七
人
を
主
犯
と
し
て
処
刑
し
た
。
こ
れ
よ
り
上
杭
県
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
反
革
命
粛
清
の
運
動
が
展
開
さ
れ
、
県
全
体
で
は
幹
部
、
兵
士
、
民
衆
な
ど
三
〇
〇
〇
人
が
処
刑
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

三
月
に
は
、
傳
柏
翠
を
社
民
党
の
首
魁
と
し
て
指
名
し
、
ま
た
鮫
洋
地
区
を
社
民
党
の
巣
窟
と
し
、
粛
反
委
員
会
主
席
の
林

一
株
は

紅
十
二
軍
と
赤
衛
隊
二
〇
〇
〇
人
を
率

い
て
討
伐
し
た
。
五
月
、
坑
ロ
に
駐
屯
し
て
い
た
第
三
大
隊
は
、
社
民
党
粛
清
運
動
が
乱
打

乱
殺
す
る
こ
と
に
抵
抗
し
た
。
こ
れ
は
反
革
命
の

「坑
口
暴
動
」
と
見
な
さ
れ
、
後
に
紅
十
二
軍
か
ら
鎮
圧
さ
れ
多
く
の
人
が
殺
害

さ
れ
た
」
と
あ
る
。
初
め
に
三
〇
〇
〇
人
が
粛
清
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
恐
ら
く
三
月
～
五
月
ま
で
の
犠
牲
者
の
総
数
で
あ
ろ
う
。
こ

の
記
事
を
読
む
と
、
鮫
洋
が

「社
民
党
の
巣
窟
」
と
さ
れ
、
大
兵
力
で
討
伐
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
既
に
記
し
た
よ
う
に
、
同
じ

客
家
で
も
言
葉
が
あ
ま
り
通
じ
な
い
と
さ
れ
た
、
特
殊
な
客
家
方
言
を
話
す
四
万

一
千
人
が
住
む

「古
田
、
鮫
洋
、
歩
雲
」
の
地
域

で
あ
る
。
こ
こ
出
身
の
客
家
人
の
党
幹
部
、
部
隊
、
民
衆
が
、
粛
反
運
動
の
や
り
方
に
武
力
で
反
抗
し
、
最
後
に
は
三
〇
〇
〇
人
に

も
及
ぶ
人
び
と
が
誤

っ
て
討
伐
、
粛
清
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
同
じ
共
産
党
陣
営
の
中
に
客
家
人
内
部
の
宗
族
間
対

立
、
地
域
間
抗
争
が
持
ち
込
ま
れ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
虐
殺
が
起
こ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
県
か
ら
、
紅
軍
に
参
加
し
た
の
は

一
万
二
七
〇
〇
人
、
そ
の
内
長
征
に
参
加
し
た
の
は

一
〇
〇
〇
人
、
革
命
烈
士
約
五
九
〇

〇
人
、
粛
清
さ
れ
た
の
は
、
上
に
記
し
た
よ
う
に
約
三
〇
〇
〇
入
で
あ

っ
た
。



㈲

『連

城

県
志
』
(「方
言
」
頁
八
五
、
)
に

「
連
城

県
内

の
言
葉

は
、
客
家

語
系

に
属

し
、
寧
化

、
清
流

、
長

汀
、
上
杭

、
武
平

、
永
定

、

明
渓

な
ど

の
諸
県

の
客
家

語
と
同
じ

で
あ

る
」

が
、
し

か
し
、
連
城
県

の
客
家
語

が
極

め
て
複
雑

で
あ

る
こ
と
は
有
名

で
あ

る
と

い

う

。

こ
の
県

の
紅

軍

へ
の
参

加
者

は
六
七
六
〇
人

で
あ
り
、
烈
士

は

一
五
〇
六
人

に
達

し
て

い
る
。

こ

の
県

で
は

一
九
三

一
年

の

一

月

か
ら
粛

清
が

開
始

さ
れ
、

二
〇
名

ほ
ど

の
革
命
幹
部

が
社
会
民
主
党

の
主
要

メ
ン
バ
ー
と

し

て
殺

さ
れ
た
。
全

体

で
何
人
殺
害

さ

れ
た

の
か

ヨ県
志
』

に
は
、
明
確
な
記
載
は
な

い
が
、
恐
ら
く

こ
れ
を
は
る
か
に
上

回
る
人
数

と
想
像

さ
れ

る
。
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㈱

『武

平
県

志
』

(芳
言
L
頁
五
五
四
)
に
、
「武
平
県
内

で
は
主

に
客
家
方
言
が
使

わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、

閾
西
客
家
語

に
属
す

る

一
土

語

で
あ

る
」
と
あ

り
、
武
平
県
が
純
粋
客
家
県

で
あ

る

こ
と
を
証

明
し

て
い
る
。

こ
の
県

で
は
土
地
革
命
戦
争

の
期
間

に

一
万

二
一二

九

〇
入
が
革

命
戦
争

に
参

加
し
、
三

四
六
〇
人

が
紅

軍
に
入
り
、
九

五
三
人
が
革

命
烈
士
と

な

っ
た
。
長
征

参
加

者

の
実
数
も
記

さ

れ

て

い
な

い
。
粛

清
も
激

し
く
行

わ
れ
、

『県
志

』
末

に
粛

清
さ
れ
た
党

県
幹
部

四
人

(こ
の
四
人
は
県
志
に
略
伝
が
あ
る
)、
そ
れ

に
次
ぐ

ク

ラ
ス

一
四
人

の
名
簿

が
あ

る
。
し
か
し
、
全
体

で
ど

の
程
度

の
人
び
と
が
粛
清

さ
れ
た

の
か
、

『県
志
』

の
ど

こ
を
見

て
も
記
載

さ

れ

て

い
な

い
。
記
載

し
な

い
と

い
う

こ
と

は
、

■記
載
す

る

こ
と
を
憐

る
」

ほ
ど
沢
山

の
党
員

、
紅
軍
兵
士
、
民
衆

が
殺
害

さ
れ
た

の
だ

と
、
私

は
逆

に
推

理
す

る
。
粛
清

総
数

は
、
今
後

追
求
す

べ
き
課

題

で
あ

る
。

こ
れ
は
、
総
数

を
明
記

し

て

い
な

い
総

て

の

『県
志
』

に
当

て
は
ま

る
こ
と
で
も
あ

る
。

⑯

『龍

岩

地

区
志

』

(下
巻
、
天

物
」
の
中
の

翼

名
伝
懸

頁

ニ
ハ〇
六
以
降
)
に
、

「
こ

の
地

区

は
全

国

で
も

著

名

な
革

命

根

拠

地

の

一
つ
で
あ

り

、

第

二
次
国
内
革

命
戦
争

(土
地
嚢

争
)
の
時
期

に
、
犠

牲
と
な

っ
た
人
は

一
万
九

二
一二
八
人

に
達

し
た
」

と
あ
る
。
ま
た
、
県

・
団
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級

(中
共
県
委
員
会
委
員
、
県
委
所
属
の
独
立
兵
団
団
長
ク
ラ
ス
)
の
幹
部

で
犠
牲
と
な
り
、
建

国
後
烈
士
と
さ
れ
た
人
物

二
六
二
人

の
名
簿

が
あ

る
。

そ

の
中

で
、

「粛
清
社
会

民
主
党
」
(略
称
、
粛
社
党
」)
と
し

て
殺

さ
れ
た

こ
と

が
分

か
る
人
物
は
七

一
人

に
達
し

て

い
る
。

こ
れ
ら

の

人
数
を
県

ご
と

に
分
類

し

て
み
る
と
、
次

の
よ
う

に
な

る
。
粛
清

さ
れ
た
者

は

「社
会
民
主
党
、

A
B
団
」
と
し

て
殺
害

さ
れ
て

い

る
。龍

岩
県
、
烈
士
三
八
名
、
そ
の
内
の

=

名
が
粛
清

長
汀
県
、
烈
士
四

一
名
、
そ
の
内
の
七
名
が
粛
清

永
定
県
、
烈
士
七

一
名
、
そ
の
内
の
三
〇
名
が
粛
清

上
杭
県
、
烈
士
八
六
名
、
そ
の
内
の

一
六
名
が
粛
清

武
平
県
、
烈
士

一
二
名
、
そ
の
内
の
四
名
が
粛
清

連
城
県
、
烈
士

一
四
名
、
そ
の
内
の
四
名
が
粛
清

合
計

全
烈
士
二
六
二
名
、
そ
の
内
の
七

一
名
が
粛
清
、
粛
清
率
約
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
。

注
、
中
国
で
は
、
幹
部
は
中
共
党
員
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
る
。
そ
し
て
省
以
下
の
幹
部
は
三
つ
の
階
層
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
番
上

が

「省
軍
級
幹
部
」
で
、
省
党
委
員
会
、
省
軍
団
級
の
幹
部
で
あ
る
。
そ
の
下
が
地
区
の

「地
師
級
」
の
幹
部
で
、
例
え
ば
龍
岩

地
区
の
幹
部
に
属
し
、
党
地
区
委
員
会
と
師
団
級
の
幹
部
で
あ
る
。
最
後
が

「県
団
級
」
の
幹
部
で
県
党
委
員
会
、
県
に
駐
屯
す

る
独
立
団
級
の
軍
幹
部
で
あ
る
。
さ
て
、
福
建
省
の
輝
か
し
い
革
命
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
建
設
、
防
衛
た
め
の
土
地
革
命
戦
争
の
時

代
に
、
同
時
に
又
、
同
志
に
対
す
る
反
革
命
粛
清
が
広
範
に
、
大
規
模
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。



七
、
党
中
央
の
土
地
革
命
政
策
と
「客
家
公
田
」
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こ
れ
ま
で
の
考
察
、
分
析
に
よ

っ
て
、
毛
沢
東
、
朱
徳
、
彰
徳
懐
、
陳
毅
、
林
彪
な
ど
が
遊
撃
戦
争
の
中
で
形
成
し
て
き
た
中
共
中

央
革
命
根
拠
地
の
大
部
分
は
、
「純
粋
客
家
県
」
、
「準
客
家
県
」
を
基
盤
に
し
て
い
た
こ
と
が
、
ほ
ぼ
実
証
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
湖
南
、
江
西
、
福
建
の
諸
県
に
お
け
る
客
家
出
身
の
中
共
党
員
、
農
民
活
動
家
達
に
よ
る
土
地
革
命
闘
争
と
そ
の
実
績
、
そ

の
歴
史
的
蓄
積
な
し
に
、
毛
沢
東
、
朱
徳
ら
に
よ
る
中
央
革
命
根
拠
地
の
建
設
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
客
家
は
な
ぜ
土
地
革
命
戦
争
に
積
極
的
に
参
加
し
、
多
大
な
功
績
を
挙
げ
た
の
か
。
ま
た
実
際
に
土
地
革
命
が
始
ま

る
と
県
レ
ベ
ル
の
在
地
党
員
幹
部
、
県
軍
団
ク
ラ
ス
の
幹
部
が
、
な
ぜ

「
A
B
団
」、
「社
会
民
主
党
」
等

々
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て

大
量
に
処
刑
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
党
中
央
の
政
治
路
線
の
角
度
か
ら
、
改
め
て
考
察
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
中
共
党
史
の
公
式
的
な
解
釈
は
、
大
都
市
に
向
か
っ
て
突
撃
せ
よ
、
先
ず

一
省
あ
る
い
は
数
省
を
占
領
し
て
赤
色
政
権

を
打
ち
立
て
よ
、
と
叫
ん
だ

「李
立
三
路
線
」
の
誤
り
、
さ
ら
に
徹
底
的
に
内
部
粛
清
を
実
行
し
、
地
主
富
農
を
徹
底
的
に
打
倒
し
、

直
ち
に
赤
色
政
権
を
打
ち
立
て
よ
、
と
叫
ん
だ
王
明
と

「王
明
路
線
」
執
行
者
の
誤
り
が
、
毛
沢
東
の
正
確
な
革
命
路
線
を
捻
じ
曲
げ
、

正
確
な
内
部
粛
清
を

「誤

っ
て
拡
大
化
す
る
」
結
果
を
生
ん
だ
と
し
た
。
ま
た
毛
沢
東
も

一
時

「A
B
団
」
粛
清
の
誤
り
を
犯
し
た
が
、

直
ぐ
そ
れ
を
糾
し
た
と
か
、
周
恩
来
が

一
九
三

一
年
暮
れ
に
中
央
革
命
根
拠
地
に
行

っ
て
か
ら
粛
清
拡
大
化
は
大

い
に
糾
さ
れ
た
と

い

っ
た
類
の
、
こ
う
し
た
公
式
見
解
、
解
答
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
大
状
況
の

一
面
を
取
り
出
し
て
、
総
て
の
問
題
を

覆

い
尽
く
し
た
だ
け
で
、
土
地
革
命
戦
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
運
動
の
構
造
の
内
面
か
ら
解
明
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
こ

れ
ま
で
の
中
共

の
歴
史
解
釈
は
、
「政
治
路
線
対
立
史
観
」
と
の
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
総
て
が
解
釈
さ
れ
た
。
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毛
沢
東
に
賛
成
す
る
者
は

[正
し
い
く
、
正
確
な
」
路
線
を
歩
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
、
反
対
し
た
人
物
は
誤

っ
た
道
を
歩
ん
だ
人

物
と

い
う
こ
と
に
さ
れ
た
。

私
は
、
党
中
央
の
路
線
問
題
を
、
中
央
革
命
根
拠
地
、
閲
西
革
命
根
拠
地
の

「土
地
革
命
戦
争
を
め
ぐ
る
革
命
と
反
革
命
」
の
社
会

史
と
し
て
検
討
す
る
。

ω

土
地
革
命
戦
争
に
お
け
る
唯

一
最
大
の
問
題
-
土
地
を
何
故
に
、
何
処
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど
没
収
し
、
如
何
に
貧
農
に
分
配
す
る
か
。

毛
沢
東
な
ど
の
中
国
共
産
主
義
者
は
、
初
め
井
岡
山
時
代
に
は

「土
地
国
有
化
」
を
目
指
し
た
。
こ
の
総
て
の
土
地
を
没
収
す
る
政

策
は
、
多
く
の
問
題
を
生
み
、
そ
の
後

「地
主
の
土
地
を
没
収
す
る
」、
「地
主
と
富
農
の
土
地
を
没
収
す
る
」
、
「地
主
と
富
農
の
土
地

を
没
収
す
る
が
、
そ
の
家
族
が
生
活
で
き
る
最
小
限
度
の
土
地
は
分
配
す
る
」、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
革
命
の
方
策
が
提
出
さ
れ

た
り
、
試
み
ら
れ
た
。
土
地
革
命
を
巡

っ
て
問
題
は
無
限
に
発
生
し
た
。
例
え
ば
土
地
を
面
積
で
均
等
に
分
配
す
べ
き
か
。
い
や
土
地

の
肥
え
具
合
、
痩
せ
具
合
を
勘
案
し
て
分
配
す
べ
き
で
あ
る
。
現
に
耕
作
し
て
い
る
小
作
人
に
優
先
的
に
土
地
を
分
配
す
べ
き
か
、
否

か
。
家
族
数
の
多
寡
で
分
け
る
べ
き
か
、
否
か
。
農
業
労
働
力
の
多
寡
で
分
け
る
べ
き
か
、
否
か
。
土
地
分
配
計
算
を
す
る
単
位
は
、

県
か
、
区
か
、
郷
か
、
自
然
村
落
か
。
土
地
の
分
配
を
受
け
た
貧
農
は
、
生
産
物
を
自
由
売
買
で
き
る
か
。
土
地
の
分
配
を
受
け
た
、

貧
農
は
家
族
の
中
に
死
者
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
分
の
土
地
を
返
却
す
べ
き
か
。
あ
る
い
は
嫁
に
出
す
家
、
嫁
を
も
ら
う
家
は
土
地
の

増
減
を
ど
う
す
る
の
か
。
何
年
ご
と
に
土
地
の
分
配
を
見
直
す
の
か
。
紅
軍
兵
士
に
な

っ
た
家
の
土
地
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
耕
作
す

る
の
か
。
共
同
体
的
な
慣
行
を
ど
う
組
み
入
れ
る
か
、
等
々
。

農
業
は
自
然
条
件
、
人
為
的
条
件
、
市
場
条
件
、
共
同
体
的
慣
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
規
定
さ
れ
る
大
変
複
雑
な
産
業
で
あ

っ
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て
、
大
理
論
を
振
り
回
し
た
だ
け
で
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
農
業
と
い
う
世
界
は
、
痩
せ
た
土
地
、
肥
え
た
土
地
、
温

度
、
風
量
、
日
射
量
、
肥
料

の
供
給
、
水
の
供
給
、
労
働
力
の
配
分
、
共
同
体
的
な
労
働
慣
行
な
ど
の
複
雑
な
有
機
的
結
合
、
統

一
が

無
け
れ
ば
、
や

っ
て
い
け
な

い
世
界
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
総
て
の
共
産
主
義
者
の
土
制
私
有
制
廃
絶
を
め
ざ
す
政
策
は
失
敗
の
連
続
で
あ

っ
た
が
、
中
国
共
産
党
も
例
外
で
は
な

い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
土
地
革
命
戦
争
期
の
共
産
党
の
土
地
政
策
も
失
敗
の
連
続
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

先
ず
第

一
に
、
革
命
根
拠
地
を
建
設
す
る
途
上
、
特
に
悪
辣
な
土
豪
劣
紳
、
不
法
地
主
に
対
し
て
は
情
け
容
赦
な
く
暴
力
を
振
る
い
、

公
開
で
処
刑
し
、
土
地
財
産
の
総
て
を
没
収
し
、
特
に
激
し
い
場
合
に
は
、
そ
の
家
族
全
員
を
居
住
村
か
ら
追

い
出
し
、
更
に
は
革
命

根
拠
地
の
外
部
に
追
い
出
し
た
例
も
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
前
に
、

一
九
二
七
年
の
蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
を
合
図
に
、
土

豪
劣
紳
、
地
主
が
、
全
国
各
地
で
共
産
党
員
、
農
民
運
動
家
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
暴
行
、
監
禁
、
投
獄
、
処
刑
を
想
像
を
絶
す
る
規

模
で
行

っ
た
と
い
う
こ
と
は
明
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
。
そ
れ
に
し
て
も
、
共
産
党
の
反
撃
も
ま
た
凄
ま
じ
か

っ
た
。
共
産
党

が
、
こ
の
時
期
の
闘
争
を

「土
地
革
命
戦
争
」
と
か
、
「第
二
次
国
内
革
命
戦
争
」
と
名
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
こ
れ
は
待

っ

た
な
し
の

「戦
争
」
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
な
ら
ば
、
殺
さ
な
け
れ
ば
殺
さ
れ
る
、
殺
さ
れ
る
か
ら
殺
す
の
で
あ
る
。
農
民
の
要

求
を
汲
み
上
げ
て
、
じ

っ
く
り
土
地
改
革
を
お
こ
な
う
時
間
も
、
経
験
も
、
理
論
も
無
か
っ
た
。
中
共
の
内
部
か
ら
言
え
ば

「革
命
根

拠
地
」
で
あ
る
が
、
外
部
の
蒋
介
石
国
民
党
か
ら
見
れ
ば
、
「共
匪
鼠
入
地
帯
」
に
過
ぎ
な
い
。
中
央
革
命
根
拠
地
は
縦
横
二
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
多
く
て
数
百
万
人
ほ
ど
の
、
江
西
省
か
ら
福
建
省
に
か
け
て
の
山
岳
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
中
央
機
関
員
、
紅

軍
十
数
万
、
赤
衛
隊
、
少
年
先
鋒
隊
な
ど
数
十
万
人
が
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

一
九
三
〇
年
か
ら
三
四
年
ま
で
の
問
に
、
国
民
党
軍

か
ら
五
回
の

"囲
劇
"
と
い
わ
れ
る
総
攻
撃
を
受
け
た
。
死
傷
者
は
、
党

・
軍

・
民
を
合
わ
せ
て
数
十
万
、
あ
る
い
は
百
万
以
上
か
、
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正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
驚
く
ほ
ど
の
人
的
、
物
的
損
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て

戦
争
遂
行
の
た
め
の
人
的
確
保
、
食
糧
確
保
、
軍
需
品
確
保
を
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
か
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
、
レ
ー

ニ
ン
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
な
ど
が
行

っ
た
ロ
シ
ア
革
命
直
後
の

「戦
時
共
産
主
義
政
策
」
に
類
似
し
た
も
の
が
、
中
国

の
革
命
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
で
も
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
地
主
階
級
か
ら
土
地
、
家
屋
、
穀
物
、
金
品
、
衣
類
な
ど
を

暴
力
に
よ
っ
て
没
収
し
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
土
豪
劣
紳
は
殺
さ
れ
る
か
、
身
ぐ
る
み
剥
が
れ
る
か
、
あ
る

い
は
他
の
地
に
逃
亡
し
た
。
地
主
の
大
部
分
も
逃
亡
す
る
か
、
土
地
財
産
を
没
収
さ
れ
た
。
残

っ
て
い
る
の
は
富
農
で
あ
る
。
こ
の
富

農
階
級
か
ら
土
地
、
家
屋
、
食
糧
、
諸
物
資
を
没
収
す
る
以
外
に
、
も
う
何
も
没
収
で
き
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代

初
期
に
、
つ
ま
り
革
命
根
拠
地
の
形
成
期
に
、
国
民
党
の

"囲
剣
"
開
始
期
に
、
反
富
農
問
題
が
課
題
に
な
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
富
農
は
貧
農
を
雇
用
し
た
り
、

一
部
の
土
地
を
小
作
に
出
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
搾
取
階
級
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
地

主
階
級
に
次
ぐ
階
級
の
敵
と

い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
ら
か
ら
も
土
地
財
産
を
吐
き
出
さ
せ
な
け
れ
ば
、
革
命
戦
争
が
現
実
に
行
え
な

い
の
で
あ
る
。
富
農
か
ら
自
作
地
以
外
の
土
地
を
没
収
し
て
、
貧
農
に
分
配
し
な
け
れ
ば
、
貧
農
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
や
、
富
農
か
ら
土
地
財
産
を
か
な
り
没
収
し
て
も
、
貧
農
を
充
分
に
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
農
村
窮
乏
の
現

実
は
、
階
級
闘
争
の
理
論
の
有
効
性
を
は
る
か
に
越
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
産
主
義
化
の
理
念
は
現
実
を
ね
じ
伏
せ
、
現

実
を
理
念
に
屈
服
さ
せ
ず
に
は
置
か
な
か

っ
た
。

当
時
、
つ
ま
り

一
九
三
〇
年
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
富
農
絶
滅
作
戦
が
絶
頂
期
に
あ

っ
た
。
中
国
の
革
命
家
の
多
く
は
モ
ス
ク
ワ
留
学

生
帰
り
で
あ
り
、
ま
た
中
国
に
い
た
革
命
家
の
大
多
数
も
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
通
じ
て
、
モ
ス
ク
ワ
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
教
科
書
の
ご

と
く
絶
対
視
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
ソ
連
と
同
じ
く
中
国
に
於

い
て
も
富
農
は
、
階
級
の
敵
で
あ
り
、
富
農
分
子
は
共
産
党
陣
営
に



深
く
潜
入
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
A
B
団
を
粛
清
す
る
こ
と
は
革
命
的
で
あ
り
、
絶
対
的
に
必
要
で
あ
り
、
正
義
で
あ
り
、
問
題
解
決

の
唯

一
の
道
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、
「富
農
粛
清
の
階
級
闘
争
の
理
論
、
歯
車
」
は
、
自
己
運
動
、
自
己
拡

大
を
開
始
し
、
「党
員
粛
清
、
紅
軍
粛
清
」
の
道
を
突
き
進
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
る
。
絶
望
的
状
況
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
、
階
級
闘
争

の
理
論
は
、
理
念
と
な
り
、
更
に
救
済
幻
想
に
な
り
、
遂
に
は
内
部
粛
清
自
体
が
自
己
目
的
と
な

っ
て
進
行
し
た
。
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㈲

三
木
聡

「
土
地
革

命
と
郷
族
」
(憂
革
期
ア
ジ
ア
の
法
と
社
盒

菊
池
中実
編
、
一
九
八
六
年
)
の
研
究

に

つ
い
て

中
国
共
産
党

に
よ

る
土
地
革
命
戦
争
時

代

の
土
地
没
収
政
策
と
宗

族
公

田

の
関
係

に

つ
い
て
、

日
本
人
と
し

て
最
初

に
研
究

を
し
た

の
は
、

三
木

聡

で
あ

る
。
氏
は
、

一
九

二
七
年

か
ら
三
一二
年

に
か
け

て
の
、
共
産
党

中
央

や
毛
沢
東
ら
が
公
田

(族
田
、
祠
田
、
寺
廟
田
な
ど
)

に
対

し

て
、
如

何
な

る
見
解

、
如
何

な

る
政
策
を
採

っ
た
か
を
概
観

し
た
。
そ

こ
で
重
要
な
文
献
と
し

て
紹
介

さ
れ

て

い
る
資
料
を

、

以

下
に
列
挙
紹
介

す

る
。

一
九

二
七
年

=

月

、
「
祠
堂

・
旗
地

の
土
地
は

}
律

に
農

民
代
表
者
会
議

の
支
配

に
移
す
。
共
産
党

は
、
農

民
を
た
す

け

て
、

こ
う

し
た
陳
腐

か

つ
劣
悪
な
土
地
制
度
を
根
本

か
ら

一
掃

し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
」
(「中
国
共
産
党
土
地
問
題
党
綱
萱
案
」)。

一
九

二
八
年

七
月
、

「
祠
堂

・
廟
宇

・
教
会

の
土
地
財
産
、

及
び
そ

の
他

の
公
有
財
産

・
官
有
荒
地

ま
た
は
所

有
者

の
い
な

い
荒
地

.

沙

田
は

み
な
農

民
代
表
者
会
議

(ソ
ヴ
ィ
エ
上

の
処

理

に
ま

か
せ
、
農

民
に
分

配
し

て
使
用

さ
せ
る
」
(モ
ス
ク
ワ
で
m罹

さ
れ
た
中
共
六
全
大
会

の

「土
地
問
題
に
関
す
る
決
議
」
)。

一
九

二
八
年

=

月

、
「
一
切

の
公
共

の
土

地
お
よ
び
地
主

階
級

の
土
地
を
没
収

し

て
、
興
国

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
政
府

の
所
有

に
帰
し
、
土

地

の
無

い
か
土
地

の
少
な

い
農

民

に
分
配
し

て
耕
作

・
使
用

さ
せ
る
」
(毛
沢
東
等
が
中
心
に
な
っ
て
制
定
し
た

興
国
県
土
地
法
」。
そ
の
前
の
二
八
年

一
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二
月
の

「井
岡
山
上
地
法
」
で
は
、
「
一
切

の
土
地
を
没
収
す
る
」
と
な

っ
て
い
た
)。

一
九

三
〇
年

八
月
、

「暴

動

に
よ

っ
て
豪
紳
地
主
階
級

の
政
権

を
転
覆

さ
せ
た
後

に
は
、

一
切

の
私
人
或

い
は
団
体

(豪
紳
・
地
主
・祠
掌

廟
宇
.
会
.
社
・
富
農
)
の
土
地

・
山
林

・
池
塘

・
房
屋

を
直
ち

に
没
収

し
、

ソ
ヴ
ィ

エ
ト
政
府

の
公
有

に
帰

し
、
土
地
無

き
農

民
、
土

地
少

な
き
農

民
、
及
び
土
地
を
必
要
と
す

る
貧
民

に
分

配
す

る
」
(毛
沢
東
が
主
席
の
中
国
蓑
叩
軍
甫萎

臭

云が
奮

・し
た

蘇
維
埃
土
地
法
」)。

以
上

の
土
地
法
を
見

れ
ば
明
ら

か
な
よ
う

に
、

一
九

二
七
年

か
ら
三
〇
年

に
か
け

て
、
中
国
共
産
党

の
土
地
革
命

の
内

容
は
、
三
木

聡

が
結
論
付

け
た
よ
う

に
極

め
て
厳
し

い
土
地
没
収
政
策

で
あ

っ
た
。
中
共

は
、
地
主
階
級

の
土
地

は
言

つ
ま

で
も
な
く
、
総

て
の
公

田
、
宗

族

の
財
産

は
没
収

さ

れ
る

の
が
当
然

と
考
え

て

い
た

。
な

ぜ
な
ら

、
共
有

の
名

が
冠
せ
ら

れ

て

い
て
も
、

そ
れ
は
豪

紳

・
地

主

.
族
長

の
隠

れ
蓑

で
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し

て
農
民
を
搾
取

し
て

い
る
の
だ
と
考
え

て
い
た

か
ら

で
あ

る
。
そ
し

て
、
三
木

は
次

の

土
地
法

に
注

目
す

る
。

一
九

三

一
年

一
二
月

に
公
布

さ

れ
た

「
中
華
蘇
維

埃
共
和
国
土
地
法
」

で
は
、
⊃

切

の
祠
堂

・
廟
宇

及
び

そ

の
他

の
公
共

の
土
地

に

つ
い
て
は
、

ソ
ヴ
ィ

エ
ト
政
府
は
農
民
が
無
条
件

で
農

民
に
支
給
す

る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た

だ
し
、

こ
れ
ら

の
土
地

に

つ
い
て
執
行

・
処
理
す

る
際

に
は
、
農
民

の
自

発
的

な
賛
成
を
得

る
よ
う

に
し
、
彼

ら

の
宗
教
的
感
情
を
阻

害

し
な

い
こ
と
を
原
則

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し

て

い
る
。

こ
の
引
用
文

の
後
半
部
分
は
、

こ
れ
ま

で
の
中
共

の
土
地
法

に
無

か

っ
た
重

要
な
付
帯
事

項

で
あ
る
。

こ
れ
以
前

か
ら
、
宗

族
意

識
、
農

民
意
識
、
宗
教
意
識
に
注
意

し

て
、
土
地
革

命
を
す

る
必
要
は

気

づ
か
れ

て

い
た
が
、

こ
う

し
た
意
識
変
革

が
、
三

一
年

以
後

に
明
確

に
な

っ
て
ゆ
く
と

い
う

。
基
本
的

な
土
地
革
命

の
基
準

に
は
変

更

は
な

い
。
し
か
し
、
明

ら
か
に
思
考

の
変
化

が
あ

っ
た

。
公

田
を
ど

の
程
度
、
ど

の
よ
う

に
分
配
す

る
か
を
、
農
民

目
身
に
考
え

さ

せ

る
こ
と

が
必
要

で
あ

る
、

と

い
う

中
共

の
土
地
改
革
思
想

の
変
化
を
、

三
木
論
文

は
明
ら

か
に
し
た
。

で
は
、
ど
う

し

て
こ
の
よ
う

な
土
地
革
命
思
想

の
変
化

が
起

こ

っ
た

の
か
。



次
に
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
と
思
わ
れ
る
客
家
反
撃
の
情
況
を
指
摘
し
、
検
討
し
た
い
。
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紛

湖
南
人
と
江

西
人

の
土
地
革

命
を

巡

る
対
立

毛
沢
東
と
朱
徳

が
井
岡
山

に
上
り
、
合
流

し
た
時
、
そ

の
将

兵

の
中
核
部
隊
は
湖
南

人
で
あ

っ
た
。
も
ち

ろ
ん
例
外

は
あ

る
。
朱
徳
、

陳
毅

は
四
川
人
、
林
彪

は
湖
北
人

で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
圧
倒
的
多

数
は
湖
南
人

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
湖
南

で
の
戦

い

(「笙

次
国
内
菓
叩

戦
争
」、
一
九
二
四
年
～
二
七
年
。
こ
れ
を
略
し
て

天
菓

叩L
と
も
称
さ
れ
る
)
に
敗

北
し

、
江

西
省

西
部

の
山
岳
地
帯

に
逃
げ
込
ん
だ
。

い
や
、
転
進

し
、

転
戦

し
た

の
だ
と

い
う

人

が

い
る
か
も

し
れ
な

い
が
、
「大
革

命

(
.
九
、
丙
～
.
一七
隼
)」
は
、
失
敗

し
た

の
だ

か
ら
、

や
は
り
逃
げ
込

ん

だ

の
で
あ

る
。
そ
し

て
江

西
省

か
ら
福

建
省

に
か
け

て
の
地
域

に
革
命
根
拠
地
を
打
ち
た

て
よ
う
と
し
た
。
革
命

根
拠
地
を
打

ち
立

て

る
と

い
・ユ
畢
は
、
革
命

に
必
要

な
人
的
、
物
的
資

源

の

　
切
を
江
西
省

の
農
村

か
ら
調
達

し
、
革

命
戦

争

に
必
要
な
も

の
総

て
を
江
西

省

の
農
村

で
賄
う
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
そ
れ

に
は
、
江
西
省

の
中
共
党
員
、
農
民
運
動
家

に
よ
る
革
命
運
動

の
蓄
積
、
革

命
根
拠
地

の
形
成

が
前

提

で
あ

っ
た
。
実

際
、
客
家

が
多
く
居
住

し

て

い
た
江
西
省
西
南
部

の
高
地
、
山
岳
地
帯

に
お

い
て
、
特

に
吉
水
県
、
吉

安
県

の
西
南
部
、

そ
れ

に
興
国
県
、
雲

都
県
、
寧
都
県
、
瑞

金
県
、
楽

山
県
、
石
城
県

、
会
昌
県
、
更

に
は
江

西
省

の
南
部
、
福
建
省

の
西
部

へ
と
続
く
客
家

地
帯

に
お

い
て
、

土
地
革
命

が
盛
り

上
が
る
情
勢

が
あ

っ
た
。

ま
た
、

こ
う

し
た
地
帯

の
党
員

、
活
動
家

も
、

毛

沢
東

、
朱
徳

に
率

い
ら
れ

て
本
格
的
な
戦
闘
を
経
験
し
、
遠
征
を
繰
り
返
す
実
力
を
持

つ
紅

軍

の
到
来
と

、
そ

の
支
援

が
必
要

で
あ

っ
た
。

こ
う

し

て
、
毛
沢
東
、
朱
徳

の
勢
力
と
江
西
省
土
着

の
革
命

家
と
は
、
し
ば
ら
く
蜜
月

の
関
係

に
あ

っ
た
。

し
か
し
、

一
九

三
〇
年

の
夏
ご

ろ
か
ら
、
両
者

の
問

に
対
立

が
生

れ

て
き
た
。
理
由

は
二

つ
あ
る
。

一
つ
は
、
江
西
省

の
か
な
り
多

く

の
革

命
家

が
、
李
文
林
等

が
主
張

す

る
南
昌
、
九
江
、
武
漢

へ
と
大
都

雨
を
攻
撃

せ
よ
と
主
張

し
た

の
に
対

し

て
、
毛
沢
東

は
輯

江
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を
東
に
渡
り
、
江
西
省
の
西
部
に
蒋
介
石
の
大
軍
を
誘

い
込
み
、
こ
こ
に
紅
軍
の
総
力
を
結
集
し
て
ゲ
リ
ラ
型
防
衛
戦
争
を
遂
行
す
る

こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
作
戦
は
、
東
固
、
寧
都
、
興
国
、
瑞
金
、
壷写
都
な
ど
に
強
固
な
根
拠
地
を
作

っ
て
き
た
江
西
省

の
土
着
の
革
命
家
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
故
郷
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
革
命
的
資
産
の
総
て
を
こ
の
決
戦
の
生
賛
、
犠
牲
に
供

す
る
危
険
を
犯
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
仮
に
敗
北
す
れ
ば
、
家
族
、
宗
族
、
友
人
知
人
は
殺
さ
れ
、
田
畑
は
奪
わ
れ
、
徹
底
的
な
反
革
命

勢
力
に
よ
る
復
讐
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
江
西
省
の
革
命
根
拠
地
の
総
て
を
失
う
危
険
が
あ

っ
た
。
そ
れ
よ
り
輪
江
を
遡

っ
て
長
江
中

流
域
に
打

っ
て
出
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
李
文
林
な
ど
江
西
省
行
動
委
口臭
云
の
多
数
は
、
そ
う
主
張
し
た
。
実
際
、
五
回
に
亘
る
反

囲
剰
戦
争
に
お
い
て
、
こ
の

一
帯
は
焦
土
と
な

っ
た
。
そ
し
て
李
文
林
等
の
予
想
は
、
四
年
後
、
毛
沢
東
た
ち
紅
軍
主
力
が
長
征
に
旅

立

っ
た
後
、
現
実

の
も
の
と
な
っ
た
。
中
央
革
命
根
拠
地
の
中
心
地
帯
は
、

一
九
三
四
年
、
国
民
党
軍
、
土
豪
劣
紳
、
地
主
反
動
勢
力
、

民
団
、
暴
力
団
の
復
讐
戦
で
血
の
報
復
を
浴
び
、
地
獄
絵
図
の
中
で
消
滅
し
た
。

第
二
の
対
立
点
は
、
江
西
省
で

「富
農
に
対
す
る
土
地
革
命
を
ど
こ
ま
で
徹
底
的
に
行
う
か
」
と
い
う
問
題
で
あ

っ
た
。
毛
沢
東
は
、

李
文
林
ら
は
富
農
に
対
す
る
階
級
闘
争
を
サ
ボ
り
、
宥
和
政
策
を
と

っ
て
い
る
の
で
、
富
農
分
子
が
江
西
省
の
あ
ら
ゆ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

政
府
機
関
、
紅
軍
、
紅
軍
学
校
、
県
独
立
団
の
中
に
ま
で
蔓
延
し
て
い
る
と
攻
撃
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
江
西
省
の
革
命
家
は
、
地

主
富
農
の
出
身
者
も
多
く
、
地
主
階
級
の
土
地
没
収
は
正
当
だ
と
し
て
も
、
富
農
ま
で
徹
底
的
に
階
級
の
敵
と
し
て
蛾
滅
し
て
よ
い
の

か
、
と
考
え
た
に
相
違
な

い
。
当
時
、
共
産
党
員
の
最
高
幹
部
に
は
、
朱
徳
、
彰
徳
懐
の
よ
う
な
貧
民
階
級
の
出
身
者
が
い
た
が
、
そ

う
し
た
人
は
全
体
的
に
は
少
な
く
、
富
裕
な
階
級
の
出
身
で
高
学
歴
を
持

つ
者
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
『紅

軍
人
物
志
』
、
『工
農
紅
軍
第

一
方
面
軍
人
物
志
』
、
『中
国
蘇
区
辞
典

(入
物
志
の
項
)』
な
ど
で
、
約
三
千
人
の
履
歴
を
分
析
し
、
別
稿
で

証
明
す
る
こ
と
に
す
る
。
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李
文
林
等
は
、
確
か
に
毛
沢
東
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
江
西
省
で
富
農
繊
滅
路
線
を
実
行
し
な
か
っ
た
。
江
西
省
土
着
の
指
導
者
に

と

っ
て
は
、
富
農
ま
で
絶
滅
す
る
こ
と
は
忍
び
難
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
党
幹
部
に
は

「客
家
村
落
共
同
体
」
11

「客
家
宗
族
共
同
体
」

に
育

っ
た
も
の
も
多
く
、
こ
う
し
た
革
命
家
に
と

っ
て
は
、
富
農
も
ま
た
身
内
に
数
え
ら
れ
る
、
そ
う
し
た
状
況
も
有

っ
た
。
か
く
し

て

一
九
三
〇
年
十

一
月
末
、
毛
沢
東
は
李
文
林
等
を
国
民
党
の
回
し
者
の

「A
B
団
分
子
」
で
あ
る
と
し
て
逮
捕
し
、

一
九
三
〇
年
十

二
月
そ
の
仲
間
に
対
し
て
子
分
の
李
紹
九
を
派
遣
し
、
徹
底
的
な
粛
清
に
打

っ
て
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
西
省
行
動
委

員
会
、
輯
西
南
特
委
、
紅
二
十
軍
幹
部
な
ど
に
属
し
て
い
た
江
西
省
の
幹
部
、
蒋
丘
↑

ー
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
は
湖
南
省
出
身
の
劉
敵

な
ど
も

い
た
が
ー

は
、
そ
れ

に
反
撃
し

て

一
九
三
〇
年

一
二
月

に

い
わ
ゆ
る

「富
田
事
変
」
を
起

こ
し
た
。

八
、
土
地
革
命
と

「公
田
」
問
題

公
田
は
如
何
な
る
地
帯
に
多
い
か

中
共
の
土
地
革
命
政
策
に
は
、
決
定
的
な
誤
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
又
粛
清
運
動
を
め
ぐ
る

「革
命
と
反
革
命
」
の
関
係
を
増
大
、
増

幅
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
共
は
土
地
革
命
戦
争
の
中
で
、
江
西
省
、
福
建
省
、
広
東
省

な
ど
の
農
村
社
会
に
は
、
地
域
に
よ

っ
て

「公
田
」
、
「
「衆
嘗
田
及
機
動
田
」
、
「祠
堂
田
」、
「廟
宇

・
福
会

・
郷
保
田
」、
「公
堂
田
」、

「神
会
公
嘗
田
」、
「祭
田

・
学
田

・
輪
年
田
」
な
ど
と
、
各
種
の
呼
称
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

「公
田
」
を
没
収
し
た
。
「公
田
」
と
は
宗

族
全
体
の
公
の
利
益
に
合
致
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
土
地
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
公
田
は
、
土
地
革
命
戦
争
時
代
に
は
、
地
主
的

土
地
所
有
と
し
て
没
収
さ
れ
、
貧
農
に
ほ
と
ん
ど
総
て
分
配
さ
れ
た
。
し
か
し
、
長
征
以
後
、
革
命
根
拠
地
が
総
て
解
体
さ
れ
る
と
、

国
民
党
支
配
の
も
と
で
元
の
公
田
に
戻
り
、
更
に

一
九
四
九
年
の
建
国
直
後
の
土
地
改
革
で
再
び
没
収
さ
れ
た
。
念
の
た
め
、
公
田
の

田
は
日
本
人
が
言
う

「水
田
」
で
は
な
い
。
田
は
耕
地

一
般
の
こ
と
で
あ
る
。
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さ
て
共
産
党
が
、
公
田
没
収
を
正
当
化
す
る
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
公
田
の
支
配
、
運
営
は
、
地
主
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

地
主
は
公
田
を
貧
し
い
農
民
に
小
作
さ
せ
、

一
般
の
地
主
の
私
有
地
と
同
じ
く
高
率
の
小
作
料
が
課
せ
ら
れ
た
。
地
主
階
級
に
よ
る
貧

農
搾
取
で
あ
り
、
階
級
的
な
収
奪
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
の
地
主
的
土
地
所
有
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。

最
近
出
た

『新
編
地
方
志
叢
書
』
の
ど
の

『県
志
』
の

「封
建
的
土
地
所
有
」
の
項
を
見
て
も
そ
う
書
い
て
あ
る
。
例
え
ば
、
『龍

岩
地
区
志
』
(所
有
制
結
構
」
頁
一六
二
)
は
、
「建
国
以
前
、
(中
略
)
地
主
富
農
が
所
有
す
る
耕
地
は
多
く
な
か

っ
た
と
は
い
え
、
彼
ら
は
大

量
の
宗
族
の
公
田
を
支
配
管
理
し
て
い
た
」。
福
建
省
西
部
の
龍
岩
地
区
の
公
田
の
比
率
は
、
実
に
四
二

・
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん

で
い
た
が
、
こ
れ
も
地
主
的
土
地
所
有
と
さ
れ
、
総
て
没
収
の
対
象
に
な

っ
た
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
見
た
数
百
冊
の

『県
志
』

で
、
土
地
革
命
時
期
に

「公
田
を
没
収
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ

っ
た
」
書

い
て
い
る
も
の
は

一
冊
も
無

い
。
土
地
革
命
戦
争
の
時
代
に

は
、
ど
の
革
命
根
拠
地
で
も
、
公
田
は
地
主
的
土
地
所
有
だ
と
し
て
没
収
の
対
象
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の

「公
田
」
な
る
も
の
は
、
畑
地
が
多

い
華
北
の
農
村
に
は
全
く
無

い
。
長
江
以
南
の
農
村
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
特

に
福
建
省
、
広
東
省
の
農
村
に
多

い
。
そ
れ
は
同
族
村
落
、
つ
ま
り
、
血
縁
で
結
ば
れ
た

一
つ
の
宗
族
が
結
集
し
て

一
つ
の
自
然
村
落

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
特
に
こ
の
地
域
に
多

い
か
ら
で
あ
る
。
村
落
の
共
同
体
的
性
格
が
、

　
般
の
地
主
的
所
有
以
外
の

「公
田
」

的
土
地
所
有
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
客
家
の
比
率
の
高
い
県
に
公
田
の
比
率
が
高
か
っ
た
。

以
下
、
県

の
公
田
の
全
耕
地
に
占
め
る
比
率
を
表
に
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
「公
田
」
の
全
耕
地
に
占
め
る
割
合
は
、
新
編
地
方
志

叢
書
の
各
県

『県
志
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
土
地
改
革

(一九
五
一年
)
時
期
の
数
字
で
あ
る
。

一
九

五
〇
年
代
初
期

、
土
地
改
革
前
夜

の
各

県

「公

田
」

比
率

(全
耕
地
に
占
め
る
比
率
二

覧

表



A

○
印
は
純
粋
客
家
県
を
示
し
、
△
印
は
五
割
以
下
の
県
で
あ
り
、

住
し
て
い
な
い
県
。

曲辰
民
運
動
、
革
命
運
動
、
根
拠
地
闘
争
が
特
に
激
し
か
っ
た
県
。

一
割
程
度
し
か
い
な
い
県
も
含
む
。

×
は
ほ
と
ん
ど
客
家
が
居
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湖

南

省平

江

県

△

「公

田
」

二

・
四

%

(皐

坐

頁

一七
九
)、

客
家

は

ご
く

少

数

ら

し

い

醗

陵

県

△

門各

種
公

田
」

二

六

・

=
一一%

(頁

一
七
三
)

江

西

省

西

部

(籟
江
以
南
、
井
岡
山
周
辺
)

修

水

県

△

「公

会

産

一

一
五

・
二

%

(頁

一
.
七
)
客

家

は
民

国
時

代

は
、

県

人

ロ

の
七

%

ほ

ど

寧

岡

県

△

「公

産

」

一
七

・
五

四

%

貫

一一〇
〇
)

永

新

県

△

「橋

会

、
廟

会
、
祠

堂

、
書

院

そ

の
他

」

=

.

一
一
%

(県
志
、
頁
九
五
)

江

西
省

東
南
…部

(韓
江
以
東
、
武
夷
山
脈
以
西
、
中
央
革
命
根
拠
地

一
帯
)

士呆

県

寧
都
県

興
国
県

雲
都
県

石
城
県

0000

「
公
田
公
社
」

二
〇

・
六
%

(票

心』
頁
一
三
こ

「
公
堂
廟

会
」

二
二

・
三
%

(置
岱
心』
頁
一
一
一五
)

公

田
数
不
明
、

置
尖
心』

に
明
確
な
記
載
無
し

公
田
数

不
明
、

『県
志
』

に
明
確
な
記
載
無

し

「宗

祠
会
産
」

四
四

・
四
%

(置
尖
心』
頁
一
六
五
)
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瑞

金

県

○

「公

堂

田
」

三

三

・
六

%

(置
尖
心』
頁
三
三
一一)

会

昌

県

○

未

見

永

豊

県

○

「公

田
」

二

二

・
三

%

(『塁
坐

頁

=
『
)

尋
烏
県

○

■
公
堂

田
」

三
六

・
七
%

(璽

心』
頁
七
六
)

福

一建
省

(省
西
部
、
中
央
革
命
根
拠
地
、
閾
西
革
命
根
拠
地

一
帯
、
そ
の
周
辺
)

応花

県

○

清
流
県

○

長
汀
県

○
、

武
平
県

○

上
杭
県

○

永
定
県

○

連
城
県

○

龍
岩
県

△

龍
岩
地
区
○

「公

堂

・
寺

廟

・
公
益

田

及

び
商

工
業

者

の
田
」

四
五

・
六

%

(璽

芯
』
頁

一
六
七
)

「公

田
或

い
は
…機
動

田
」

三

五

・
九

%

(馨

坐

頁

一
五
三
)

「公

田
」

四
六

・

一
%

(置
㊤
心』
頁

一
:
瓦
)

「公

嘗

田
他

」

三

五

・
一
%

(『撃

心』
頁

一
四
四
)

公

田
数

不
明

『県
志

』

に
明

確

な

記
載

無
し

「
公

田
」

四

八

・
三
%

(璽

心』
頁

一五
八
)

「
公
田
」

五

二

・
一
%

(『県
志
』
頁
一
四
八
)

「公

田
」
数
字
不
明
。

直
尖
心
』

に
公
田
数
記
載
無

し

「公

田
」

四
二

・
七
%

(『地
区
志
』
ヒ
拳

夏

一
二
、一)、
龍
岩
地
区
は
、
長
汀
県
、
上
杭
県
、
武
平
県
、
連
城
県
、

、永
定

県
、
潭
平
県

の
六
県
を
含

ん

で
お
り
、
福

建
省

の
革
命
根

拠
地

の
中
核
県

で
あ
り
、
同
時

に
純
粋
客
家
県

で
あ

る
。
龍
山百
県
の
客
家

は
全
人

口
の
八
%

に
過
ぎ
な

い
が
。
平
均

し

て
、

こ

の
純
粋
な
客
家
地
域

の
公

田
が

約

四

二
%
を
占
め

て

い
る

こ
と
は
、
特

に
注

目
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
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B

以
下

に
客
家

の
居
住
地
域

が
無

い
県

に
お
け
る
、
総
耕
地
面
積

に
占

め
る
公
田

の
割
合
を
記
す
。

湖
南
省湘

潭
県

(毛
沢
東
、
彰
徳
懐
の
出
身
県
の
故
郷
)
「公
産
」

一
九

、

二
%

(蒲
潭
県
志
』
頁
三
一
〇
)

衡
山
県

「族

産

・
学
産

・
寺

産
」

二
四

・
二
%

(頁
三
四
一
)、
そ

の
他
、
江
永

県
四

・
一
%
、
会

同
県
三

.
一
六
%
以

下
、
常

徳

県

○

・
九

四
%
以
下
、
長
沙
市

一
〇

・
七

一
%
と

い
う

よ
う

に
公

田
は
福
建

・
江
西

の
客
家
県

に
比

べ
る
と
極

め

て
少
な

い
。

福
建
省福

清

市

「公

輪

田
」

一
〇

・
九

三

%

(竃

心』
頁

一七
七
v

龍

渓

県

「公

地

」

一
六

・
八

九

%

(寵

海
暴

心』
頁

,
○
、ハ)

龍

澄

県

「公

地

」

一
八

・
二
五

%

(寵

海
暴
僅

頁

一
〇
七
)

安

渓

県

「公

地

」

一
七

・
五

三

%

(委
渓
県
志
』
ヒ
巻
、
頁

、
七
九
)

C

客
家

が

一
定
程

度
居
住
し

て

い
る
が
、
革

命
根
拠
地

に
は
入
ら
な
か

っ
た
県
を
見

る
。

福

建
省潭

平
県

「衆
嘗

田
或

い
は
機
動

田
」

三
六

・
一
二
%

(潭
平
県
志
』
頁
一
四
九
)

建
甑
県

「公

田
」

四
五

・
一
%

(『建
甑
県
直

頁
一
一一三
)

南
平

県

「公

田
」

四
四

・
七

%

(爾
平
束

心』
頁
六
.
五
)
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平
和

県

「氏

族

公

田
」

二

一

・
九

九

%

(『平
和
県
志
』
頁
・

)

以
上
を
見

れ
ば
、

で
あ

る
。

客
家
県
、
準
客
家
県
の
公
田
と
福
建
省
の
公
田
の
比
率
が
、
特
に
高

い
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
結
論

九
、
毛
沢
東
の
「公
田
舖
地
主
的
土
地
所
有
弘醒

毛

沢
東

は
、
井
岡

山
や
中
央
革
命
根

拠
地

に
お

い
て
、

「公

田
は
地
主
的
土
地
所
有

の

一
環

で
あ

る
」
と
し

て
、
彼

ら
か
ら
土
地
を

没
収

し
土
地
革
命
を
実

行
し
た
責

任
者

で
あ

る
。
毛
沢
東

の
公

田
に
関
す

る
基
本
的

分
析

は
、
ヨ
与
烏
調
査
」
(
充

三
〇
年
五
月
の
調
査

『毛

沢
東
文
塁

第
一
巻
、
頁
一
一
八
～
一
四
五
、
所
収
)
に
示
さ
れ

て

い
る
。

尋
烏

県
は
、

江
西
省
南
部

の
山
岳

地
帯

に
あ

り
、
閲

(福
建
)
・
鯉

(広
東
)
・
韓

(江
西
)
の
三
省

交
界

に
位
置

し
て

い
る
。

こ

の
三
省

交

界

の
地

は
、
客
家

が
集

中
し

て

い
る
地
帯

で
あ
り
、
尋
烏
県
も
、

こ
の
近

辺

の
諸
県
と
同

じ
く
純
粋
客
家

県

で
あ

る
。
以
下
、
毛

沢

東

の
こ
の
調
査

の
簡
単
な
紹
介
を
行
う
。

尋
烏

県

に
は
公

田
が
多

い
。
土
地

の
所
有
比
率
を
見

る
と
、
公
田
が
四
〇
%
、
地
主

の
土
地
が
三
〇
%
、

一
般
農
民

が
三
〇
%

の
耕

地
を

そ
れ
ぞ
れ
所
有
し

て

い
る
。
公

田
を
事
実

上
所
有
し

て

い
る

の
は
地
主

で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は

「公
共
地
主
」
と

い
う

こ
と
が

で

き

る
。

こ

の
公
共
地
主

は
、
三
種

に
区
分
す
る

こ
と
が

で
き

る
。

A

祖
宗
地
主

地
主
が
祖
先

の
霊

を
祀

る
祠
堂

に
、
既

に
死

ん
で
亡
き
誰
そ
れ

の
霊

を
祀
る
と

い
う
名
目

で

「公
会
」
を

つ
く
り
、

そ

こ
に
土
地
を
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出
す

。
そ
れ

が
代

々
積
も
り
積

も

っ
て
広
大
な

「公

田
」

が
形
成

さ
れ
た
。
地
主
は
そ
れ
を
小
作

に
出

し

て
、
穀
物
を

小
作

料
と

し

て
徴
収

し
、

又
そ
れ
を
貧

民

に
売
り
出
し

て
金
を
蓄
え
、
更

に
そ

の
お
金

で
土
地
を
買
う

の
で
あ
る
。
そ

の
土
地

の
大

部
分
は
、
彼

の
息

子
が
相
続

し
、
均
分
す

る
。
し
か
し
、
均
分
し
た
後

で
、
息
子
た
ち
が
そ

の
土
地
を
売

っ
て
、
ご
飯
も
食

べ
ら
れ
な
く
な
る

の

を
心

配
し

て
、
土
地

の

一
部

を
均
分
相
続

の
対
象

か
ら

は
ず
し

て

「公
田
」
と
し
、
永
く
売
却

で
き
な

い
よ
う

に
す

る
。
息

子
た
ち

も

そ
れ

に
賛
成
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
が
、
将
来

の
危
険

に
対
す

る
保
険
に
な

る
か
ら

で
あ
る
。
こ
う

し

て
、
親

が
死
ん
だ
後

に
、

い
つ
も

そ

の
人

の
名

を

つ
け

て
霊
を
祀

る
の
で
あ

る
。
し

か
し
、
子
孫

の
中

で
貧
し
く
な

っ
た
も

の
は
、
公

田
を
分
割

せ
よ
と
要
求

し
、
豊

か
な
子
孫

は
そ
れ

に
反
対
す

る
。
宗
族

の
中

に
、
階
級
闘
争
が
始
ま
る
。
祖
先
を
祭

る
公

田
は
、
県

の
総
耕
地

の
二
四
%
を

占

め
、
又
そ

れ
は
公

田

の
六

〇
%

の
割
合
を
占

め
る
。

B

神
道

地
主

神
道

地

主

に
は
、
神

、
壇
、
寺
、
観

の
六
種
が
あ
る
。
会

に
は
趙
公
会

、
観
音

会
、
関
爺
会

、
大
神
会
、
真
君
会
、
婆

太
会

、
頼
爺

会

、
公
王
会

、
伯
公
会

、
文
昌
会
等
な
ど

が
あ

る
。
廟

に
は
城
陛
廟
、
関
帝

廟
、
三
官
廟
、

三
聖
宮
、
頼
老
廟
、
竜
王
廟

等
が
あ
る
。

寺
庵

に
は
、

五
福
庵

、
回
龍
寺

、
正
覚
寺

、
観
音
閣
、
東
筆

山
、
大
悲
閣
、

天
台

山
等
等

が
あ

る
。

こ
う
し
た
神
会
、
寺
庵

に
は
、

公
田
や
共
同
の
銭
穀
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
神
壇
は
地
主
富
農
が
自
己
の
幸
福
と
家
畜
の
安
寧

乞
祈
り
、
子
孫
が
貧
し
く
な

っ
て
も

年
越
し
や
清
明
節
な
ど
に
肉
が
食
べ
ら
れ
る
た
め
の
保
障
に
し
て
お
り
、
社
壇
は
農
民
が
相
互
扶
助
の
資
源
に
必
要
と
し
て
お
り
、

庵
は
地
主
と
農
民
が
共
に
必
要
と
し
て
い
る
。
庵
の
土
地
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
、
寺
院
は
他
の
も
の
と
性
格
が
違
い
、
地
主

が
最
も
土
地
を
寄
進
す
る
対
象
で
あ
る
。
仏
教
は
、
地
主
階
級
が
最
も
利
用
す
る
宗
教
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
、
神
道
関
係

の
土
地
は
、
県
の
全
耕
地
の
八
%
、
全
公
田
の
二
〇
%
を
占
め
て
い
る
。
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C

政

治

地

主

こ
れ

は

二

つ
に
分

け

ら

れ

る
。

考

棚

(県
城
内
に
あ
る
科
挙
の
試
験
場
の
管
理
修
繕
)、

賓

興

(科
挙
受
験
の
た
め
の
費
用
や
進
士

・挙
人
に
合
格
し
た
人
に
対
す
る
御

祝
)、

孔

廟

(孔
壬
廟
の
管
理
運
嘗
)、

学
租

(同
族
の
r
弟
の
教
育
費
)
な

ど
、

教

育

方

面

に
属

す

る
事

業

の
た

め

の
公

田

で
あ

る
。

も
う

一
つ
は
、

橋

会

(橋
の
管
理
、
修
繕
)、

路

会

(道
の
慾・
理
、
修
繕
)、
根

会

(
一
族
の
者
に
対
す
る
官
の
過
酷
な
徴
税
な
ど
に
対
処
)
な

ど
社

会

公

益

に
属

す

る

も

の

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
公

田

、
銭

穀

は

長

い
間

に
蓄

積

さ
れ

て
来

た

も

の
で
あ

っ
た

。

こ
う

し

た
社

会

の
公

益

に
当

て
る
公

田

は

、
県

の
全

耕

地

の
四

%
を

占

め

、

そ

れ

は
全

耕

地

の

一
〇
%

に
相

当

し

た

。
1

以

上

が

毛

沢

東

の
調

査

、

分

析

の
要
旨

で
あ

る
。

後
に
、
中
共
は
、
公
田
は
、
地
主
の
階
級
的
利
害
を
代
表
し
て
お
り
、
地
主
が
貧
農
を
搾
取
す
る
手
段
で
あ

っ
た
と
し
て
、
地
主

的
土
地
所
有
と
規
定
し
て
没
収
し
貧
農
に
分
配
し
た
。
こ
れ
が
土
地
革
命
戦
争
か
ら
、
新
中
国
建
国
後
の
土
地
改
革
に
至
る
ま
で
の
、

中
共
の
基
本
的
政
策
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
上
記
の
毛
沢
東
の
公
田
分
析
を
読
ん
で
も
、
公
田
を
地
主
の
私
有
財
産
と
見
な
し
て
、

一
律
に
没
収
、
分
配
す
る
正
当
性
が
分
か
ら
な
い
。
毛
沢
東
が
述
べ
る
よ
う
に
、
公
田
は
確
か
に
地
主
が
、
そ
の
階
級
的
利
益
の
た

め
に
拠
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
公
田
は
地
主
が
勝
キ
に
士怨
貝
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、

一
族
の
も
の
が
科
挙
受
験
な
ど
を
す
る
場
合
の
援
助
、
支
援
の
役
目
も
あ
る
こ
と
、
官
憲
か
ら
族
人
が
不
当
な
収
奪
を
受
け
る
こ
と

へ
の
抵
抗
と
補
償
の
備
え
で
あ
る
こ
と
、
更
に
又
、
村
落
内
の
道
、
橋
の
修
理
や
管
理
の
た
め
に
も
あ
る
こ
と
、
以
上
の
毛
沢
東
が

指
摘
す
る
諸
点
は
、
地
主
の
階
級
的
利
益
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
と

い
う
よ
り
は
、
宗
族
と
し
て
の
共
同
体
的
な
利
益
を
守
り
、

村
落
に
お
け
る
社
会
的
な
共
同
利
益
を
守
る
、
そ
う
し
た
性
格
を
強
く
持

っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
客
家
は
、
日
頃
土
着
民
か
ら
種
種
の
差
別
と
圧
迫
を
受
け
て
い
た
の
で
、
科
挙
合
格
を
上
昇
転
化
の
最
高
の
手
段
と
見
な
し
て
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い
た
。
従

っ
て
教
育
に
極
め
て
熱
心
で
あ
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
同
族
村
落
に
巨
大
な

「土
楼
」
等
を
つ
く

っ
て
共
同
生
活
を
し
、
日

常
的
に
周
辺
の
敵
対
的
な
村
落
民
と

蛸械
闘
」
と

い
う
戦

い
を
す
る
と
い
う
存
在
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
客
家
の
族
長
は
、
宗
族
を

率

い
導
く
家
長
で
あ
り
、
沢
山
の
土
地
を
所
有
す
る
地
主
で
あ
り
、
戦
う
指
導
者
で
あ
る
、
こ
う
し
た
存
在
を
か
ね
て
い
る
の
で
あ

る
。
客
家
で
な
く
て
も
、
か
な
り
多
く
の
公
田
を
所
有
す
る
同
族
村
落
の
家
長
は
、
大
な
り
小
な
り
、
こ
う
し
た
性
格
を
持
ち
、
公

共
的
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
客
家
の
中
で
も
地
主
は
そ
の
階
級
的
利
益
を
追
求
し
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
彼
ら
の
存
在
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
は
終
わ
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
、
公
田
は
地
主
的
土
地
所
有
で
あ
る
と
規
定
し
、
総
て
没
収
し
た
な
ら
ば
、
公
田
が
果
た
し
て
い
た
村
落
共
同
体
的
な
機
能
、

同
族
共
同
体
的
な
役
割
は
、

一
体
誰
が
ど
う
し
て
果
た
す
の
か
。

一
体
ど
こ
か
ら
財
政
的
支
出
を
得
る
の
か
。

一
体
誰
が
そ
の
公
共

的
労
働
を
負
担
す
る
の
か
。
中
共
の
当
時
の

「公
田
論
」
は
、
小
作
経
営
に
よ
る
地
主
的
搾
取
の
面
し
か
問
題
に
し
て
い
な
い
。
公

田
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
、
共
同
体
的
役
割
を
無
視
し
て
い
る
。
た
だ
貧
農
に
分
配
し
て
、
階
級
的
支
配
か
ら
解
放
す
る
と
言
う

だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
産
主
義
者
が
小
土
地
所
有
者
の
存
在
と
個
人
経
営
を
目
指
す
わ
け
が
無
い
。
貧
農
を
助
け
そ
の
個
人
経

営
を
守
る
だ
け
な
ら
ば
、
そ
れ
は
共
産
主
義
者
で
は
な
い
。
貧
農
を
味
方
に
つ
け
、
国
民
党
の
包
囲
攻
撃
か
ら
党
と
根
拠
地
を
守
る

た
め
に
、

一
時
的
に

■公
田
没
収
と
貧
農

へ
の
分
配
」
を
政
策
的
に
実
行
し
た
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
共
は
建
国
の
過
程
と
、

建
国
直
後
に

「土
地
改
革
」
を
強
力
に
実
施
な
が
ら
、
数
年
も
し
な
い
う
ち
に
農
民
に
分
配
し
た
土
地
を
取
り
上
げ

蝋人
民
公
社
」

に
集
中
し
、
文
化
大
革
命
の
時
に
は
、
鶏

一
羽
、
豚

一
頭
買
う
こ
と
も
許
さ
な
か

っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

毛
沢
東
の
公
田
分
析
は
、
実
に
興
味
深
い
。
当
時
、
公
田
の
社
会
的
、
共
同
体
的
な
役
割
、
性
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
分

析
し
た
共
産
主
義
者
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
毛
沢
東
は
共
産
主
義
の
政
治
家
と
し
て

「公
田
は
地
主
的
土
地
所
有
で



160

あ

る
」
と

し

て
そ

の
没
収
を
強
行

し
た

の
で
あ

っ
た
。

十
、
「客
家
公
田
」
の
宗
族
共
同
体
的
、
社
会
共
同
体
的
な
性
格
と
役
割

客
家
の
共
同
体
的
性
格
を
知
る
た
め
に
、
福
建
省
西
部
に
あ

っ
て
純
粋
客
家
県
に
属
す
る
武
平
県
の

『武
平
県
志
』
「宗
族
」
(頁
七
四

六
)
の
記
述
を
紹
介
す
る
。
「客
家
の
先
祖
は
、
中
原
か
ら
南
に
移
住
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
生
存
と
発
展
を
求
め
て
、
同
族
が
結
集
し

て
住
み
、
そ
の
宗
族
は
強
力
な
凝
集
力
を
保
持
し
、
強
烈
な
氏
姓
意
識
を
形
成
し
て
き
た
」
と
い
う
。

族
長
一
「族
長
は
族
内
の
年
齢
が
高

い
長
者
が
な
り
、
族
内
の
祭
祀
、
族
譜
の
補
修
、
公
産
の
管
理
、
族
内
法
規
の
制
定
、
族
内
の
公

益
事
業
の
采
配
な
ど
を
お
こ
な

っ
た
。
旧
時
代
に
は
、
族
長
は
多
く
は
地
主
で
あ
る
繕
紳
が
な
っ
た
。
彼
ら
は
常
に
宗
族
問

の
争

い
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
漁
夫
の
利
を
得
て
お
り
、
甚
だ
し
い
場
合
に
は
流
血
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
」
。

族
規
i
「各
族
は

一
般
に
成
文
の
、
あ
る
い
は
非
成
文
の
族
内
規
則
を
持

っ
て
お
り
、
族
内

の
成
員
を
規
制
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
同

姓
不
婚
、
仇
敵
の
宗
族
と
の
通
婚
禁
止
、
命
名

の
規
則
の
遵
守
、
械
闘
の
場
合
は
無
条
件
に
戦
闘
を
命
令
、
族
規
に
違
反
し

た
者

へ
の
罰
則
、
等
々
の
決
ま
り
が
あ

っ
た
」。

公
営
〒

「
旧
時
代

に
は
各
宗

族

の
た
め

の

「公
嘗
」

と

い
わ
れ

る
共
同

の
財
産

が

っ
た
。
例
え
ば
、
嘗

田
、
嘗
店

、
嘗

山
、
嘗
塘
、
宗

祠
な
ど
で
あ
る
。
族
長
、
あ
る
い
は
公
推
人
が
管
理
し
、
得
た
収
益
は
祭
祠
、
族
譜
補
修
、
祠
堂
の
建
設
、
学
校
な
ど
に
支

出
し
た
。
宗
族
の
共
有
財
産
の
大
部
分
は
、
族
内
の
子
弟
の
教
育
を
奨
励
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
、
こ
れ
を

「儒
資
穀
」
(儒
学

を
学
ぶ
盗
釜
の
意
)
と
称
し
た
。
民
国
時
代
に
は
、
官
が
各
地
の
共
有
財
産
の

一
部
を
没
収
し
て
学
校
を
建
設
し
た
。
建
国
後
は
、

土
地
改
革
で
共
有
の
土
地
、
山
林
、
店
舗
等
は
、
「死
地
主
」

の
財
産
と
さ
れ
て
没
収
さ
れ
、
貧
農
に
分
配
さ
れ
、
祖
先
を
祭
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る
活
動
は

一
時
停
止
さ
れ
た
。
近
年
、
宗
族
の
祠
堂
の
修
築
や
祭
祀
が
始
ま
り
、
費
用
は
、
族
内
の
人
か
ら
頭
割
り
で
徴
集

し
て
い
る
の
で
、
特
別
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
」。

以
上
の

『武
平
県
志
』
の
記
載
を
見
る
と
、
こ
の
県
の
宗
族
で
は
公
田
等
か
ら
の
資
産
は
、
か
な
り
教
育
の
た
め
に
支
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
客
家
県
か
ら
民
国
時
代
に
驚
く
ほ
ど
多
く
の
留
学
生
が
日
本
や
欧
米
、
ソ
連
に
行

っ
た
の
に
は
、
こ
う
し
た
共
有

財
産
か
ら
の
学
費
支
援
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
先
の
毛
沢
東
の

「尋
烏
県
調
査
」
に
出
て
来
る
よ
う
に
、
宗
族
に
よ
っ
て
は
、
あ

る
い
は
年
に
よ

っ
て
は
、
橋
や
道
路
、
水
道
、
治
水
に
多
く
の
支
出
を
す
る
、
あ
る
い
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
。
客
家
の
諸
県
に
、
宗
族
の
公
田
、
公
嘗
財
産
が
特
に
多
く
あ

っ
た
こ
と
は
、
同
族
村
落
に
於
け
る
共
同
体
的
慣
行
、
相
互
扶
助

の
文
化
が
色
濃
く
あ

っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
公
田
等
の
共
有
財
産
を
地
主
的
所
有
と
し
て
、
全
面
否
定
す
る
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
『連
城
県
志
』
(「嚢
ポ、
土
地
改
革
」
頁

一四
九
)
は
、
県
内
の

「公
堂
は
、
総
耕
地
の
五
二

・
〇
七
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
土
地
は
、
実
際
に
は
地
主
豪
紳
、
宗
族
の
族

長
が
操
縦
、
操
作
し
て
お
り
、
小
作
料
収
入
は
公
益
事
業
基
金
に
使
う
な
ど
と
口
で
は
言
い
な
が
ら
、
実
際
は
地
主
蒙
神
が
占
有
し
て

勝
手
に
浪
費
し
て
い
た
の
で
、
貧
苦
の
農
民
に
は
ほ
と
ん
ど
利
益
に
は
な
ら
な
か

っ
た
」
と
い
う
。
連
城
県
も
客
家
が
非
常
に
多

い
県

で
あ
る
が
、
武
平
県
と
大

い
に
異
な

っ
て
い
る
。
『連
城
県
志
』
は
、
党
の
こ
れ
ま
で
の
公
式
史
観
を
た
だ
鵬
鵡
返
し
し
に
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
と
お
も
う
。
も
ち
ろ
ん
、
封
建
的
家
父
長
が
絶
対
的
な
権
力
を
持

っ
て
い
た
時
代
の
客
家
宗
族
が
、
今
旦
言
う
よ
う
な
民

主
主
義
や
人
間
平
等
や
人
権
を
擁
護
す
る
は
ず
は
な
い
。
族
長
、
郷
紳
、
地
主
に
有
利
に
何
事
も
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
封
建
的
な
遺
産
に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
全
面
否
定
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
客
家
が
多

い
県
に
公
田
、
公
産
の
割

合
が
圧
倒
的
に
高
い
の
か
説
明
が
つ
か
な

い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
客
家
宗
族
は
、
団
結
し
な
け
れ
ば
土
着
民
の
差
別
と
圧
迫
に
対
抗
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し
て
生
き
て
ゆ
け
な
い
。
ま
た
と
く
に
痩
せ
た
高
地
、
山
岳
地
帯
に
住
む
の
で
生
活
環
境
が
厳
し
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
科
挙
受
験
に

も
さ
ま
ざ

ま
な

ハ
ン
デ
ー
を
北
　員

っ
て

い
た
。
だ
か
ら
、
客
家

は
、
宗
族
共
同
体
的
な
性
格

、
機
能
を
拡
大

強
化
し
た

の
だ
、
と
考

え

る

の
が
普
通

で
あ

ろ
う

。

そ

の
こ
と

は
、
山
林

の
例
を
見

れ
ば
よ
り
は

っ
き
り
す

る
。

『龍
岩

地
区
志
』
(ヒ
拳

頁
二
八
六
)
に
、

[清

の
嘉
慶

七
年

(
一
八
〇
、一)、

長

汀
県
宣
城
郷

の
百
丈
林
と
蘭
屋
林

に
は

二
本

の
石
碑
が
立

っ

て

い
る
。

そ
れ
に

■
山
林

の
松
、
杉
、
竹
と
春
冬

の
二
期

の
竹

の
子
、
山
芋
、
生
姜
、

里
芋
、
果
樹
、
そ

の
他

の
雑

物
を
採

る
を
禁
ず

る
」
と
し
、
違

反
者

に
は
罰

則
を
科

し
た
。

一
八
二
二
年

、
永
定

県
下
洋
中
川

の
胡
氏

は
、
祠
林

を
禁
山

に
し
、
規
定
を
作

っ
て
、
毎

年
巡
察
人

三
人
を
公

に
選
ん

で
、
見

回
ら
せ
、
毎
年
銀
十
両
を
不
法
人
逮
捕

の
賞
金
と

し
て
出
し
た
。
建

国
前

に
は
、
ど

の
部
落

に
も

い
く

つ
か

の
封
禁
林

が
あ

っ
た
。
こ
う
し

て
水

口
村

の
后

門
山
等

の
如

く
、
豊
富
な
樹
林
資

源
と
多
く

の
珍
奇

な
石
や
樹
木
が
保
存

さ

れ
た

の
で
あ

る
」
。
長

汀
県
は
、
純
粋
客
家
県

で
あ

り
、
自
然

村
落
は

同
族
部
落

で
あ

っ
た

こ
と
は
間
違

い
あ

る
ま

い
。
各
個
人

が
勝

っ
て
気
ま
ま

に
山

に
入

っ
て
山

の
物
を
採
る

こ
と
を
禁

じ
た

の
で
、
山

の
あ
ら

ゆ
る
資
源
が
守

ら
れ
た
と

い
う

の
で
あ

る
。
日
本

の
村

の
共
有
林

、
入
会

地
よ
り
も
厳
し

い
山
と
森
林

に
対
す

る
共

同
体
的
管
理
、
利
用

の
例

で
あ
る
。

ま
た
、

『龍
岩
地
区

志
』
(下
養

頁
一
四
四
三

に
、

扁本
区

は
、
多
く

は
同
宗

同
姓

で

　
箇
所

に
会

い
集
ま

っ
て
居
住

し

て
お
り
、

こ
れ

を

一
般

に
家
族

と
呼

ん

で

い
る
。
各
宗
族

は

一
定

の
族
産
を
持

っ
て

い
る
。
輩
行

が
高
く
、
士昌

主
が
高

い
人
物
が
族
長

に
な
り
、
族
務

を

司
る
。
族
務

に
は
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ

る
。
祠
堂

の
管

理
、
祖
先

の
祭
祀
、
山
林

や
土
地

の
公
田
等

の
管

理
、
武
器

の
保
管
、
自

衛

の
準
備

、
橋

・
道

路

・
水

利
施
設

・
寺

庵

・
学
堂

・
治
安

・
教
育

・
対
外
交
渉
な
ど

の
仕
事

で
あ

る
」
。

「清

か
ら
民
国

の
時
代

に
、

龍
岩
県
銅
鉢

郷

の
呉
姓

は
、

"郷
規
"
を
作

っ
て
、
村

の
北
側

に
連
綿
と
連

な
る
山

々
の
す

そ
野

に
あ

る
窪
地

に
は
、
勝
手

に
草
を

刈
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っ
て
堆
肥
に
し
た
り
、
木
を
切

っ
て
開
墾
し
た
り
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
ま
た
火
を
持

っ
て
山
に
入
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
こ
の
禁
を
犯

し
た
も
の
は
そ
の
人
の
豚
、
牛
を
殺
す
、
と
決
め
た
。
族
内
の
人
は
規
約
を
遵
守
し
た
の
で
、
多
年
の
愛
護
を
経
て
、
禿
山
変
じ
て
緑

滴
る
沃
野
に
変
わ
り
、
泉
は
湧
き
鳥
は
歌

っ
た
。
郷
民
は
喜
ん
で

"官
林
内
"
、
"后
林
排
"
と
呼
ん
だ
。
共
に
山
を
育
て
る
た
め
に
、

こ
の
郷
の
郭
姓
は
規
約
を
作
り
、
子
供
が
増
え
た
家
の
戸
主
は
、
翌
年
の
清
明
節
の
前
に

一
族
が
管
理
す
る
山
に
百
本
の
杉
の
苗
を
植

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
」。

も
ち
ろ
ん
、
旧
中
国
で
は
、
宗
族
を
取
り
仕
切

っ
て
い
る
の
は
豪
紳
地
主
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
州
県
官
に
頼
り
、
あ
る
い
は
そ
の
権

力
支
配
の

一
翼
を
担

っ
た
。
ま
た
宗
族
間
の
争

い
や
同
族
内
の
争
い
を
利
用
し
た
り
、
裁
判
沙
汰
を
起
こ
し
た
り
、
械
闘

(宗
族
問
、
村
落

問
の
武
力
に
よ
る
争
い
)
事
件
を
起
こ
し
た
り
し
た
と
い
う

(頁
.
四
四
一一)。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
土
地
革
命
戦
争
時
代
の
中
共
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
政
府
が
や
っ
た

「公
田
、
公
林
を
地
主
的
土
地
所
有
だ

と
し
て
没
収
し
、
総
て
貧
農
に
分
配
給
与
す
る
の
が
正
し
か
っ
た
」
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
極
端
な
政
策
は
、
村
落
の
自

治
的
機
能
、
共
同
体
的
慣
行
、
相
互
扶
助
の
文
化
を
徹
底
的
に
破
壊
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
中
共
の
土
地
革
命
戦
争
は
、
初
め
は
客

家
村
落
や
客
家
県
の
多
く
の
民
衆
を
革
命
に
引
き
寄
せ
、
土
地
改
革
に
参
加
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
共
の
政
策
は
、
古
来
か

ら
の
良
き
伝
統
、
文
化
、
慣
行
を
破
壊
し
た
。
中
共
幹
部
た
ち
と
、
県
レ
ベ
ル
以
下
の
在
地
革
命
家
、
農
民
運
動
家
と
の
対
立
、
抗
争

が
必
然
的
に
生
れ
た
で
あ
ろ
う
。

十

一、
お
わ
り
に

最
後

に
総
ま
と
め
を
し

て
お
き
た

い
。
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湖
南
に
始

っ
た
農
民
運
動
、
革
命
運
動
は
国
民
党
の
包
囲
攻
撃
に
よ
っ
て
、
毛
沢
東
、
朱
徳
、
彰
徳
懐
な
ど
の
中
核
部
隊
は
湖
南
省

と
江
西
省
の
省
境
に
あ
る
山
岳
地
帯
に
移
動
し
た
。
そ
こ
の
客
家
勢
力
の
砦
で
あ
る
井
岡
山
で
衰
文
才
、
王
佐
な
ど
客
家
勢
力
の
力
を

借
り
て
、
初
め
て
の
革
A盟
似
拠
地
を
建
設
し
た
。

更
に
、
毛
沢
東
、
朱
徳
ら
は
、
更
に
江
西
省
の
革
命
家
た
ち
が
創
建
し
た
革
命
根
拠
地
や
革
命
勢
力
の
力
を
借
り
、
あ
る
い
は
江
西

省
、
福
建
省
西
部
に
し
ば
し
ば
出
征
、
遠
征
を
繰
り
返
し
て
革
命
状
況
を
作
り
出
し
、
江
西
省
を
革
命
根
拠
地
に
し
た
。
こ
の
と
き
強

固
な
革
命
根
拠
地
と
な

っ
た
の
は
、
江
西
の
韓
江
以
東
に
広
か
る
純
粋
客
家
県
、
あ
る
い
は
準
客
家
県
で
あ

っ
た
。

毛
沢
東
、
朱
徳
ら
は
、
土
地
革
命
戦
争
を
徹
底
的
に
推
し
進
め
、
地
主
は
も
ち
ろ
ん
富
農
階
級
に
も
徹
底
的
な
弾
圧
を
行
い
、
ま
た

一
方
、
多
く
の
貧
農
に
土
地
を
分
配
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
を
革
命
の
隊
伍
に
引
き
入
れ
、
蒋
介
石
の

一
九
三
〇
年
か
ら
三
四
年
に
及

ぶ
、
計
五
回
に
及
ぶ
包
囲
攻
撃
に
た

い
し
て
、
載
江
以
東
の
客
家
が
多

い
地
帯
を
最
後
の
砦
と
し
て
立
て
篭
も
り
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
主
と

す
る
防
衛
戦
争
を
行

っ
た
。

こ
の
時
、
毛
沢
東
ら
は

「敵
を
深
く
誘
い
込
ん
で
、
そ
の
疲
れ
を
待

っ
て
反
攻
し
、
勝
利
を
収
め
る
」
、
「堅
壁
清
野
」
(自
ら
の
防

衛
線
内
を
焼
き
払

い
、
敵
に
物
資
、
情
報
を

一
切
与
え
な
い
)
の
作
戦
を
と

っ
た
。
、
ま
た
、
蒋
介
石
の
第

一
次
包
囲
攻
撃
戦
を
前
に

し
て
、

一
九
三
〇
年
十

一
～
十
二
月
に
か
け
て
自
分
に
反
対
す
る
江
西
省
の
党
幹
部
、
紅
軍
内
の
約
四
五
〇
〇
人

(全
体
の

一
割
)
の

人
を
A
B
団
分
子
と
し
て
徹
底
的
に
弾
圧
し
、
あ
る
い
は
処
刑
し
た
。
こ
こ
に
初
め
て
の
大
規
模
な
反
革
命
粛
清
運
動
が
始

っ
た
。

富
田
事
変
以
後
、

一
時
毛
沢
東
は
、
不
利
な
立
場
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
三

一
年
初
頭
、
上
海
の
中
共
中
央
に
極
左
の
王
明
路
線
が

展
開
し
、
毛
沢
東
の
A
B
団
粛
清
を
正
当
と
承
認
し
、
さ
ら
に
富
田
事
変
を
起
こ
し
た
李
文
林
、
王
懐
な
ど
の
江
西
省
の
有
力
幹
部
多

数
、
そ
れ
に
若
干
の
湖
南
省
出
身
の
幹
部
た
ち
を
、
三

一
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
A
B
団
と
し
て
逮
捕
、
処
刑
し
た
。
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さ
ら
に
、
こ
の
後
、
三

一
年
以
降
の
第
二
次
粛
清
の
中
で
、
江
西
省
の
県
レ
ベ
ル
の
党

・
軍
の
幹
部
、
民
衆
が
多
数
処
刑
さ
れ
た
。

そ
の
多
く
は
、
客
家
の
多
い
県
、
地
域
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
福
建
省
西
部
の
革
命
根
拠
地
で
も

「社
会
民
主

党
粛
清
」
運
動
が
展
開
し
、
多
く
の
幹
部
、
民
衆
が
殺
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
、

一
九
三
〇
年
末
か
ら
始
ま
る
党
内
粛
清
に
対
し
て
、
在
地
指
導
層
を
中
核
と
す
る
、
党
内
反
乱
が
続
出
し
た
。
三
〇
年

一
二
月
に
東
固
、
富
田
で
起
こ
っ
た
毛
沢
東
に
反
対
す
る
富
田
事
変
、
江
西
省
人
を
中
心
と
す
る
紅
二
十
軍
将
兵
が
毛
沢
東
に
反
対
し

て
韓
江
以
西
に
離
脱
し
た
事
件

(紅
.チ
軍
の
指
揮
官
熈
約
七
〇
〇
人
は
、
.・、○
年
七
月
、
彰
徳
懐
、
林
彪
の
軍
に
よ
っ
て
皆
殺
し
に
さ
れ
た
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
別
稲

に
譲
る
)、
三

一
年

一
月
中
旬
に
元
輯
南
行
委
の
責
任
者
で
あ

っ
た
在
地
指
導
者
が

「毛
沢
東
に
反
対
す
る
」
集
会
を
開
い
た
信
豊
事
件
。

一一二

年
春
に
上
杭
県
の
指
導
者
傅
柏
翠
が
較
洋
地
区
の
革
命
勢
力
を
率

い
て
党
に
反
旗
を
翻
し
た
事
件
、
こ
れ
は
毛
沢
東
に
反
対
し
た

事
件
で
は
な
く
、
粛
清
の
や
り
方
に
反
対
し
た
事
件
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
、
粛
清
に
対
す
る
反
攻
は
、
皆
客
家
地
域
に
起
こ
っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
、
私
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
提
出
し
、
状
況
証
拠
で
は
あ
る
が
、
そ
の
正
し
さ
を

一
定
程
度
証
明
し
た
。

つ
ま
り
、
毛
沢
東
や
王
明
路
線
の
執
行
者
に
よ
っ
て
、
在
地
の
指
導
層
で
あ

っ
た
地
主
富
農
が
撲
滅
さ
れ
、
か
れ
ら
の
土
地
の
多
く
が

貧
農
個
々
人
に
分
配
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
各
村
々
に
あ

っ
た
公
田
、
共
有
財
産
が
没
収
さ
れ
た
こ
と
、
公
田
な
ど
が
特
別
多
く
族
長
を

中
心
と
す
る
共
同
体
的
色
彩
の
強
い
客
家
の
伝
統
、
同
族
部
落
の
共
同
体
的
な
伝
統
、
文
化
、
慣
行
、
歴
史
を
全
面
的
に
否
定
、
解
体

す
る
こ
と
に
な
り
、
毛
沢
東
や
党
中
央
に
対
す
る
反
発
を
生
み
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
初
め
大

い
に
革
命
の
た
め
に
戦
い
、
江
西
、
福

建
の
曲唇
村
地
帯
で
土
地
革
命
戦
争
の
た
め
に
根
拠
地
を
作

っ
た
在
地
革
命
家
た
ち
が
、
富
農
打
倒
路
線
、
公
田
没
収
政
策
に
反
発
を
強

め
、
そ
れ
に
抵
抗
、
反
撃
を
開
始
し
、
最
後
に
は
か
な
り
多
く
の
指
導
者
が
A
B
団
分
子
、
富
農
分
子
、
社
会
革
命
党
分
子
と
し
て
殺
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害

さ
れ
た
。

こ

の
大

規
模

な
反
革
命
粛
清

の
、
隠

さ
れ
た
社
会
的

・
経
済

的
基
礎
は

こ
こ
に
あ

る
と
、
私
は
思
う
。

こ

の
問
題

は
、
今

後
も

っ
と
詳

し
く
実

証
さ
れ

る
必
要
が
あ

る
。

一
九
三

〇
年
代

の
前
半

に
、
全

国
各
地

に
建

設
さ
れ
た

「中
共
革
命

ソ
ヴ
ィ

エ
ト
区
」
(芙
叩根
拠
地
)
の
粛
清
を

、
客
家

問
題
だ
け

で

解
く

こ
と

は
誤
り

で
あ

る
。

ス
タ
ー
リ
ン
を
中
心
と
す

る

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
中
国
政
策
、

ス
タ
ー
リ

ン
の

一
国
社
会
主
義
論
が
中
国

の

革
命
家
に
与
え
た
影
響
、

一
九
三
〇
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
富
農
撲
滅
作
戦
の
中
国
革
命
家
に
与
え
た
影
響

国
民
党

の
大
規
模
に
し
て
連
続
的
な
五
回
に
わ
た
る
包
囲
攻
撃
、
追

い
詰
め
ら
れ
断
崖
絶
壁
の
上
に
た
た
さ
れ
た
中
国
共
産
主
義
者
た
ち
の
危

機
的
な
心
理
状
態
、
等
々
の
大
状
況
論
の
分
析
、
解
明
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
私
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

大
規
模
な
革
命
根
拠
地
を
始
め
て
建
設
し
、
同
時
に
又
粛
清
運
動
の
扉
を
始
め
て
開
い
た
、
中
央
革
命
根
拠
地
の
内
部
条
件
、
内
的
契

機
に
、
客
家
問
題
は
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
客
家
問
題
の
解
明
、
位
置
付
け
無
し
に
、
ま
た
公
田
解
体
、
富
農
撲
滅
政
策

の
革
命
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
の
農
民
、
客
家
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
解
明
な
し
に
、
こ
の
時
期
の
中
央
革
命
根
拠
の
歴
史
全
体
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

運
動
全
体
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ

い
て
、
本
稿
は
、
主
に

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
の
全
県
で
続
々
と
敢
行
さ

れ
た

『県
志
』

の
資
料
を
中
心
に
し
て
実
証
的
に
解
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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井W山 革命根拠地中心地帯図
1928～1929年 頃
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中共中央革命根拠地中心地帯図
(国 民 党 の 囲榮U、1930-1934年 、国 共 攻 防地 帯)
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Sofartherehasbeennostudythatfocusedonthehistoryofthecentralrevo-

iutionarybaseareas,whereMaoZedongandZhuDeshowedavigorousactiv-

ity,withtheemphasisplacedontheinfluenceandproblemsoftheHakka.The

coreforcesinthecentralrevolutionarybaseareasweretheHakkainJiangxi

andFujian.Thesebaseareaswerenotformedunlesstherevolutionaryforces

oftheHakkatookpartintherevolution.Thispaperisintendedtoestablishthe

fact,andmoreover,todemonstratethatthepurgingmovementofcomrades,

whichstartedatthesebaseareas,wasdoubledbytheconflictconcerningthe

landrevolution,theantagonismbetweentherevolutionariesofHunanand

Jiangxi,andthetroubleonthecommonlandoftheHakka.

以上


